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(57)【要約】
　動的構造のパーソナルワークシステムは、セントラル
コントロールユニットを備え、セントラルコントロール
ユニットは、多種の外部装置を識別するとともに、識別
した多種の外部装置を一つのワークシステムにつなげる
外部装置を識別する部材と、前記セントラルコントロー
ルユニットと外部装置の部材との通信に用いられる弱（
または近距離）通信インターフェースと、前記セントラ
ルコントロールユニットと外部ノードとの通信に用いら
れる強（または中・遠距離）通信インターフェースと、
を備える。弱通信インターフェースはブルートゥースを
含み、強通信インターフェースはＷＩＦＩ接続、Ｉｎｔ
ｅｒｎｅｔ接続、ＬＡＮ接続、無線電話接続を含む。本
発明のメリットは、外部装置が時代遅れにならないこと
と、システムの外部機器を共用できることにある。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部装置を識別する部材を備え、多種の外部装置を識別するとともに、識別した多種の
外部装置をつなげて一つのワークシステムにつなげるセントラルコントロールユニットを
備えるワークシステム
【請求項２】
　前記セントラルコントロールユニットと外部装置の部材との通信に用いられる、弱（ま
たは近距離）通信インターフェースと、
　前記セントラルコントロールユニットと外部ノードとの通信に用いられる強（または中
・遠距離）通信インターフェースと、
　をさらに備え、
　弱通信インターフェースは、ブルートゥースを含み、
　強通信インターフェースは、ＷＩＦＩ接続、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ接続、ＬＡＮ接続、無線
電話接続を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　一つのパーソナルコントロールセントラルと、一つ又は複数の応用外部装置または外部
装置グループによって構成されるシステムである、請求項１又は２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記パーソナルコントロールセントラルと応用外部装置はそれぞれ単独で某タスクを完
成することができず、ペアリングしてシステムを形成した後でようやく某タスクを完成で
きる、請求項１又は２に記載のシステム。
【請求項５】
　外部ネットワークから離脱して独立して運営可能であり、システム外のデータチャネル
とやり取りする情報も運営可能である
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のシステム。
【請求項６】
　システム内部に対してとシステム外部に対しての２セットの通信モードを有することが
可能であり、二つの通信モードは、同時に或いは別々に連通可能である、請求項１又は２
に記載のシステム。
【請求項７】
　応用外部装置の間はデータ交換がなく、応用外部装置はパーソナルコントロールセント
ラルへデータを送信するか、あるいはパーソナルコントロールセントラルからのデータを
受信するだけである、請求項１又は２に記載のシステム。
【請求項８】
　パーソナルコントロールセントラルが応用外部装置又は外部装置グループから伝来され
たデータを処理する後、結果を生成し、一つ又は複数の相応の応用外部装置又は応用外部
装置グループに送信して実行する、請求項１又は２に記載のシステム。
【請求項９】
　応用外部装置の機能が重複可能である（コントロールセントラルが送信した情報を複数
のスクリーンに同時に表示する）、請求項１又は２に記載のシステム。
【請求項１０】
　複数の応用外部装置は応用外部装置グループを組成することが可能で、応用外部装置グ
ループによってコントロールセントラルとペアリング通信する、請求項１又は２に記載の
システム。
【請求項１１】
　応用外部装置は、複数のパーソナルコントロールセントラルとペアリングして使用可能
であるが、同一時間では、同一応用外部装置または外部装置グループは一つのパーソナル
コントロールセントラルとだけペアリング通信可能である、請求項１又は２に記載のシス
テム。
【請求項１２】
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　各外部装置は、セントラルコントロールユニットへ向けて接続請求と装置パラメータを
送信するインターフェースと回路を備え、
　前記セントラルコントロールユニットは、外部装置から送信されてきた接続請求と装置
パラメータに応答するとともに、接続請求と装置パラメータに基づいて各外部装置を接続
する、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記セントラルコントロールユニットは、回路とプログラムをさらに含み、連なってい
る外部装置に互換使用できるようにさせる、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　一つ又は複数の応用外部装置と、
　外部装置を識別する部材を備え、多種の外部装置を識別するとともに、識別した多種の
外部装置をつなげて一つのワークシステムにするセントラルコントロールユニットと、
　前記セントラルコントロールユニットと外部装置の部材又は外部ノードとの通信に用い
られる通信インターフェースと、を備え、
　前記一つ又は複数の応用外部装置の運営が、前記セントラルコントロールユニットの制
御を受ける、ワークシステム。
【請求項１５】
　弱通信インターフェースがブルートゥースを含み、
　強通信インターフェースはＷＩＦＩ接続、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ接続、ＬＡＮ接続、無線電
話接続のうちの一つ又は複数を含む、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　外部装置を識別する部材を備え、多種の外部装置を識別するとともに、セントラルコン
トロールユニットを使用する毎に、識別した多種の外部装置を一つのワークシステムに動
的につなげるセントラルコントロールユニット、を備えるワークシステム。
【請求項１７】
　請求項１から１６に記載の任意の一つの技術特徴、又は任意の技術特徴の組み合わせを
含むワークシステム。
【請求項１８】
　請求項１から１６に記載の任意の一つの技術特徴、又は任意の技術特徴の組み合わせを
含むワークシステム。
【請求項１９】
　セントラルプロセッサ（１２１）と、セントラルプロセッサ（１２１）とつながるセン
トラル通信電気回路（１２２）と、を備えるセントラル処理ユニット（１２０）と、
　外部装置プロセッサ（または外部装置サーバ）（１１１）と、外部装置プロセッサ（１
１１）とつながっている外部装置インターフェース回路（１０４）と、外部装置プロセッ
サ（１１１）とつながっている外部装置通信電気回路（１０２）と、を備える外部装置処
理ユニット（または外部装置処理サービスセンター）（１１０、１１０’）と、
　を備えるワークシステムであって、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）と前記外部装置処理ユニット（または外部装置
処理サーバ）（１１０、１１０’）とが、セントラル通信電気回路（１２２）と外部装置
通信電気回路（１０２）を介して互いに通信するワークシステム。
【請求項２０】
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が、外部通信回路（１２５）をさらに備える、
請求項１９に記載のワークシステム。
【請求項２１】
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が、セントラルプロセッサ（１２１）とつなが
るセントラルＩＤ回路（１２３）をさらに備える、請求項１９に記載のワークシステム。
【請求項２２】
　前記外部装置処理ユニット（または外部装置処理サービスセンター）（１１０、１１０
’）が、外部通信回路（１５５、１０５６）をさらに備える、請求項１９に記載のワーク
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システム。
【請求項２３】
　前記外部装置処理ユニット（または外部装置処理サービスセンター）（１１０、１１０
’）が、複数の外部装置（１３１．１、１３１．２、・・・、１３１．ｎ）とつながって
いる、請求項１９に記載のワークシステム。
【請求項２４】
　前記外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）が、前
記複数の外部装置（１３１．１、１３１．２、・・・、１３１．ｎ）の使用状態を指し示
す外部装置使用状態テーブル（１０７）をさらに備え、前記使用状態が、ある一つの外部
装置を使用しているセントラルプロセッサのＩＤを含む、請求項２３に記載のワークシス
テム。
【請求項２５】
　前記セントラルプロセッサ（１２１）が、セントラル管理操作システム（１２６）を備
え、
　前記外部装置処理プロセッサ（１１１）が、外部装置管理操作システム（１０３）を備
える、請求項１９に記載のワークシステム。
【請求項２６】
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が、外部通信回路（１２５）をさらに備える、
請求項１９に記載のワークシステム。
【請求項２７】
　セントラル処理ユニット（１２０）と、複数の外部装置（１３１．１、１３１．２、・
・・、１３１．ｎ）と接続する外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１
１０、１１０’）と、を備えるワークシステムを操作する方法であって、
　前記ワークシステムを操作する方法は、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が外部装置処理ユニット（または外部装置処理
サーバ）（１１０、１１０’）へ向けて外部装置使用請求とそのＩＤを送信するステップ
と、
　前記外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）が外部
装置使用請求とＩＤを受信するステップと、
　前記外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）が前記
セントラル処理ユニットＩＤを確認するとともに、選択した外部装置を前記セントラル処
理ユニット（１２０）が使用するのを許可するステップと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が、セントラル処理ユニットＩＤと、選択され
た外部装置ＩＤと、操作コマンド及び／又はデータを外部装置処理ユニット（１１０）へ
向けて送信するステップと、
　前記外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）が前記
セントラル処理ユニットＩＤを照合し、外部装置ＩＤによって操作コマンド及び／又はデ
ータに対して相応の処理を行うステップと、を含む、操作方法。
【請求項２８】
　前記外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）が、前
記セントラル処理ユニット（１２０）へ向けてセントラル処理ユニットＩＤと処理結果を
送信し、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が、セントラル処理ユニットＩＤを照合すると
共に、外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）から送
信されてきた処理結果を受信する、請求項２７に記載の操作方法。
【請求項２９】
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が、外部装置処理ユニット（１１０）から送信
されてきた処理結果に対してさらに処理を行う、請求項２８に記載の操作方法。
【請求項３０】
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が、外部装置処理ユニット（１１０）から送信
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されてきた処理結果に対してさらに処理を行うとともに、外部ノードと通信を行う、請求
項２９に記載の操作方法。
【請求項３１】
　前記セントラル処理ユニット（１２０）に、セントラル処理ユニットＩＤが事前に設置
されている、請求項３０に記載の操作方法。
【請求項３２】
　セントラル処理ユニット（１２０）から送信されてきたセントラル処理装置ＩＤを受信
した後、セントラル処理装置ＩＤを相応に設置する、請求項３１に記載の操作方法。
【請求項３３】
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が、外部処理ユニット（１１０）へ向けて定時
に請求信号を送信し、通信接続の保持を請求し、
　前記外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）が、セ
ントラル処理ユニット（１２０）から送られてきた請求信号を定時に検査し、セントラル
処理ユニット（１２０）に対する通信接続を保持する、請求項３２に記載の操作方法。
【請求項３４】
　前記外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）が、あ
る一つの時間帯内でセントラル処理ユニット（１２０）から送信されてくる請求信号を受
信しなかった際、セントラル処理ユニット（１２０）の通信接続を切断する、請求項３３
に記載の操作方法。
【請求項３５】
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が、前記外部装置処理ユニット（または外部装
置処理サーバ）（１１０、１１０’）へ切断要求請求を送信し、前記外部装置処理ユニッ
ト（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）に、セントラル処理ユニット（１
２０）の通信接続を切断させると共に選択中の外部装置を解放させる、請求項３４に記載
の操作方法。
【請求項３６】
　選択中の外部装置を解放する前、その他のセントラル処理ユニット（１２０）が選択中
の外部装置を使用するのを、外部装置処理ユニット（１１０）が禁止する、請求項３５に
記載の操作方法。
【請求項３７】
　前記セントラル処理ユニット（１２０）は、外部装置処理ユニット１１０へ向けて始終
自動で外部装置使用請求（そのＩＤを含む）を送信し、
　セントラル処理ユニット（１２０）の外部装置使用請求を受信しさえすれば、前記外部
装置処理ユニット１１０は処理プログラムを自動的に起動する、請求項２７に記載の操作
方法。
【請求項３８】
　セントラルプロセッサ（１２１）と、
　セントラルプロセッサ（１２１）とつながるセントラル通信回路（１２２）と、
　を備えるセントラル処理ユニット（１２０）であって、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）と一つまたは複数の外部装置処理ユニット（ま
たは外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）とが互いに通信し、前記外部装置処理ユ
ニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）中の外部装置を前記セントラ
ル処理ユニット（１２０）上へ接続する、セントラル処理ユニット（１２０）。
【請求項３９】
　セントラルプロセッサ（１２１）とつながるセントラルＩＤ回路（１２３）をさらに備
える、請求項３８に記載の操作方法。
【請求項４０】
　セントラル処理ユニット（１２０）が、一つの外部装置処理ユニット（または外部装置
処理サーバ（１１０、１１０’）へ向けて外部装置使用請求を送信するステップと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が、前記外部装置処理ユニット（または外部装
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置処理サーバ）（１１０、１１０’）から外部装置使用請求の許可応答を受信するステッ
プと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が、選択された外部装置ＩＤと、操作コマンド
及び／又はデータを外部装置処理ユニット（１１０）へ向けて送信するステップと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が、前記外部装置処理ユニット（１１０）から
外部装置操作結果を受信するステップと、
　を含む、セントラル処理ユニット（１２０）を操作する方法。
【請求項４１】
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が、前記外部装置処理ユニット（１１０）から
受信した外部装置操作結果をさらに処理するステップをさらに含む、請求項４０に記載の
方法。
【請求項４２】
　外部装置プロセッサ（または外部装置サーバ）（１１１）と、
　外部装置プロセッサ（１１１）とつながっている外部装置インターフェース回路（１０
４）と、
　外部装置プロセッサ（１１１）とつながっている外部装置通信電気回路（１０２）と、
　を備える外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）で
あって、
　前記外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）と前記
セントラル処理ユニット（１２０）とが互いに通信し、外部装置処理ユニット（または外
部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）中の外部装置を前記セントラル処理ユニット（
１２０）上へ接続する
　ことを特徴とする外部装置処理ユニット（または外部装置処理サービスセンター）（１
１０、１１０’）。
【請求項４３】
　前記外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）が、複
数の外部装置（１３１．１、１３１．２、・・・、１３１．ｎ）と接続する、請求項４２
に記載の外部装置処理ユニット（または外部装置処理サービスセンター）（１１０、１１
０’）。
【請求項４４】
　前記外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）が、一
つ又は複数の外部装置（１３１．１、１３１．２、・・・、１３１．ｎ）の使用状態を指
し示す外部装置使用状態テーブル（１０７）を備える、請求項４３に記載の外部装置処理
ユニット（または外部装置処理サービスセンター）（１１０、１１０’）。
【請求項４５】
　セントラル処理ユニット（１２０）から送信された外部装置使用請求を受信するステッ
プと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）へ向けて、外部装置使用請求の許可応答を送信
するステップと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）から送信された、選択された外部装置、操作コ
マンド及び／又はデータを受信するステップと、
　選択された外部装置で、前記セントラル処理ユニット（１２０）から送信された操作コ
マンド及び／又はデータをマネジメントするステップと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）へ向けて操作結果を送信するステップと、を含
む、外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）を操作す
る方法。
【請求項４６】
　一つまたは複数の外部装置と、
　外部装置プロセッサ（または外部装置サーバ）（１１１）と、外部装置プロセッサ（１
１１）とつながっている外部装置インターフェース回路（１０４）と、外部装置プロセッ
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サ（１１１）とつながっている外部装置通信電気回路（１０２）と、を備える外部装置処
理ユニットと、を備え、
　前記外部装置処理ユニット（１１０）と一つまたは複数のセントラル処理ユニット（１
２０）とが互いに通信し、前記外部装置処理ユニット（１１０）中の外部装置を前記一つ
または複数のセントラル処理ユニット（１２０）上へ接続する、外部装置集積ユニット。
【請求項４７】
　前記外部装置インターフェース回路（１０４）が複数の外部装置（１３１．１、１３１
．２、・・・、１３１．ｎ）と接続する、請求項４６に記載の外部装置集積ユニット。
【請求項４８】
　前記外部装置処理ユニット（１１０）が、一つ又は複数の外部装置（１３１．１、１３
１．２、・・・、１３１．ｎ）の使用状態を指し示す外部装置使用状態テーブル（１０７
）を備える、請求項４６に記載の外部装置集積ユニット。
【請求項４９】
　一つまたは複数の外部装置と、
　外部装置プロセッサ（または外部装置サーバ）（１１１）と、外部装置プロセッサ（１
１１）とつながっている外部装置インターフェース回路（１０４）と、外部装置プロセッ
サ（１１１）とつながっている外部装置通信電気回路（１０２）と、を備える外部装置処
理ユニットと、を備え、
　前記外部装置処理ユニット（１１０）と一つのセントラル処理ユニット（１２０）とが
互いに通信し、前記外部装置処理ユニット（１１０）中の外部装置を前記セントラル処理
ユニット（１２０）上へ接続する、外部装置集積ユニットを操作する方法であって、
　セントラル処理ユニット（１２０）から送信された外部装置使用請求を受信するステッ
プと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）へ向けて、外部装置使用請求の許可応答を送信
するステップと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）から送信された、選択された外部装置、操作コ
マンド及び／又はデータを受信するステップと、
　選択された外部装置上で、前記セントラル処理ユニット（１２０）から送信された操作
コマンド及び／又はデータをマネジメントするステップと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）へ向けて操作結果を送信するステップと、を含
む、外部装置集積ユニットを操作する方法。
【請求項５０】
　パーソナルコントロールセントラルと、
　一つ又は複数の外部装置と、を備え、
　前記パーソナルコントロールセントラルが、前記一つ又は複数の外部装置を動的に選択
する、ワークシステム。
【請求項５１】
　パーソナルコントロールセントラルと、
　一つ又は複数の外部装置と、を備え、
　前記パーソナルコントロールセントラルが、前記一つ又は複数の外部装置を動的に選択
するステップを含む、ワークシステムの操作方法。
【請求項５２】
　一つのセントラル処理ユニット（１２０）と、
　一つまたは複数の外部装置処理ユニット（または外部装置処理サービスセンター）（１
１０、１１０’）と、を備え、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）は、
　セントラルプロセッサ（１２１）と、
　セントラルプロセッサ（１２１）とつながるセントラル通信電気回路（１２２）と、を
備え、
　前記外部装置処理ユニット（または外部装置処理サービスセンター）（１１０、１１０
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’）はそれぞれ、
　外部装置プロセッサ（または外部装置サーバ）（１１１）と、
　外部装置プロセッサ（１１１）とつながっている外部装置通信電気回路（１０２）と、
を備え、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）と前記複数の外部装置処理ユニット（または外
部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）とが、セントラル通信電気回路（１２２）と外
部装置通信電気回路（１０２）を介して互いに通信する、ワークシステム。
【請求項５３】
　請求項１７から２３中のいずれか一つの技術特徴、又は技術特徴の任意の組み合わせを
含む、請求項５２に記載のワークシステム。
【請求項５４】
　一つまたは複数のセントラル処理ユニット（１２０）と、
　一つの外部装置処理ユニット（または外部装置処理サービスセンター）（１１０、１１
０’）と、を備え、
　前記一つまたは複数のセントラル処理ユニット（１２０）のうちの各個は、
　セントラルプロセッサ（１２１）と、
　セントラルプロセッサ（１２１）とつながるセントラル通信電気回路（１２２）と、を
備え、
　前記外部装置処理ユニット（または外部装置処理サービスセンター）（１１０、１１０
’）は、
　外部装置プロセッサ（または外部装置サーバ）（１１１）と、
　外部装置プロセッサ（１１１）とつながっている外部装置通信電気回路（１０２）と、
を備え、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）と前記外部装置処理ユニット（または外部装置
処理サーバ）（１１０、１１０’）とが、セントラル通信電気回路（１２２）と外部装置
通信電気回路（１０２）を介して互いに通信する、ワークシステム。
【請求項５５】
　請求項１７から２３中のいずれか一つの技術特徴、又は技術特徴の任意の組み合わせを
含む、請求項５４に記載のワークシステム。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　電子技術と通信技術の日増しの発展に伴い、パーソナルオーディオビジュアルとパーソ
ナル通信設備も日増しに普及している。機能や、スクリーンサイズ、携帯の利便性レベル
、入力方式、バッテリ持続時間などに対する消費者の異なる要求を満足するために、市場
には様々なスマートフォン、モバイルオーディオ、タブレットＰＣ、電子書籍リーダー、
ナビゲーター、スマートウォッチ、スマートフィットネス器具、パーソナル医療検査測定
装置などの電子通信・ワーク装置が次々と現れている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００２】
　機能や、ディスプレイサイズ、携帯の利便性レベル、入力方式、バッテリ持続時間など
に対する消費者の様々な要求を満足するために、メーカはその当時の技術水準と、核心構
造が基本的に同じであるソフトウェアとハードウェアの種々様々な組み合わせとに基づい
て、電子装置、例えば、スクリーンサイズだけが異なっていて、メインボードとその他の
配置が基本的に一致した大小の異なる型番のファブレットなどを出さざるを得なかった。
【０００３】
　消費者は、使用の各種ニーズ（例えば、車に乗っているときの問い合わせと通信、映画
鑑賞、文字処理、描画、便利な持ち歩き、ネット接続、道案内）のために、ひいては段階
的な（または一時的な）ニーズだけのために、さらに多くの選択をするよう迫られている
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。非常に多くの選択の陰で、実際の電気回路はほぼ同じ構成である。例えば、発明者が市
場のいくつかの装置（スマートフォン、モバイルオーディオ、タブレットＰＣ、電子書籍
リーダー、ナビゲーター、スマートウォッチ、スマートフィットネス器具、パーソナル医
療検査測定装置を含む）について分析を行ったところ、大部分の構造が似通っていること
が分かった（図１２に分析を示すように）。
【０００４】
　現在の電子通信装置は通常、多種の機能をできるだけ小さな空間内に集積しているので
、集積化構造により製作コストが高い、製品の放熱性が悪い、バージョンアップコストが
高い、といった問題がおこる。ひいては、製品をより軽便にすべきとの要求に応えるため
には、いくつかの重要な機能や特徴を放棄せざるを得なかった。消費者は、異なるニーズ
によって同一の製品を重複して購入しなければならず、また、データ通信や変換を保証し
たり、通信記録をあちらこちらに記憶したり、同期化を繰り返したりする必要もあるので
、ある一つの性能のニーズのために、高い代金を払って装置全体を買わなくてはならなか
った。
【０００５】
　既存の装置には以下のような欠点がある。
【０００６】
　１．構造が重複して浪費されており、バージョンアップが困難である。
【０００７】
　移動電子情報処理装置を例にする。現在の市場の各移動電子情報処理装置は基本的に同
じ装置配置となっている（たとえば、ＣＰＵ＋ＧＰＵ＋ＲＯＭ＋ＲＡＭ＋マイクロホン＋
受話器＋カメラ＋重力センサ＋ブルートゥース＋無線接続（ｗｉｆｉ）＋ディスプレイ＋
タッチパネルなどで組成される部材）。つまり、消費者は、所有する二台目以降の移動電
子装置については、重複した部品に無駄なお金を払っている。また、ある一つの機能に対
するニーズが変わった際、その中の簡単な一部に過ぎないのに、装置全体を交換する必要
があるかもしれない。新たな外部装置の登場に伴い、外部装置のバージョンアップが不可
能になる。
【０００８】
　２．固定化されている構造は適用性が悪い。
【０００９】
　既存のパーソナルワークシステムの固定化されている構造は適用性が悪い。ＰＡＤ処理
装置を例にする。現在流行しているアップル社のＩＰＡＤタブレットＰＣは、ＣＰＵ＋Ｇ
ＰＵ＋ＲＯＭ＋ＲＡＭ＋マイクロホン＋受話器＋カメラ＋重力センサ＋ブルートゥース＋
無線接続（ｗｉｆｉ）＋ディスプレイ＋タッチパネルを一つに集積しており、静かなオフ
ィスでも、混雑した公共交通機関でも、広々としたリビングルームでも、どこでも選択の
余地が無く同じサイズのディスプレイを見て、同じ効果の音響を聞く。このように、同じ
大きさの、携帯に便利でインテリジェンスなものであるが随意ではない組合せ装置に対し
て、たとえば異なる場所では、異なるサイズのスクリーンを使用することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、全く新しいワークシステムに関し、特に、動的にパーソナルワークシステム
を形成する構造と方法に関する。
【００１１】
　その原則は、現在のソリッドステート構造の装置を機能分解して、動的接続の制御セン
トラル本体と複数の機能ユニットの情報収集処理システムと通信交換のシステムを構築す
ることである。
【００１２】
　本発明の通信情報ワークシステムは、一つまたは複数のセントラル処理ユニットと、一
つまたは複数の外部装置（または外部装置ユニット）によって形成されており、一連の機
能を実現でき、一連のタスクを完成する動的通信ワークシステムである。そのなかで、セ
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ントラル処理ユニットはデータ収集処理機能を備え、外部装置（または外部装置ユニット
）はある特定の機能実行を具備し、一つまたは複数の外部装置（または外部装置ユニット
）はセントラル処理ユニットと相互に識別してリンクしてデータ交換を行うことができ、
セントラル処理ユニットの各データ（または処理後の各データ）やコマンドや命令を受信
できるとともに、セントラル処理ユニットから出力された各データ（または処理後の各デ
ータ）やコマンドや命令を実行または処理する。
【００１３】
　一つまたは複数の外部装置とセントラル処理ユニットとが互いに識別して構築したリン
クは、距離に制限されたものであって良いし、ひいては排他的なリンクを具備しても良い
。いくつかの専署性または守秘性の外部装置は排他性を備えるはずであり、この前のリン
ク情報を切断／排除する機能要求が必須である。通信ワークシステムを形成する前に、セ
ントラル処理ユニットと外部装置は、ある一連のタスクを単独で完成することができず、
一つのセントラル処理ユニットと一つまたは複数の外部装置とをペアリングしてワークシ
ステムを形成した後、ようやくこの一連のタスクを共同で完成可能である。
【００１４】
　本発明のパーソナルワークシステムは、既存の電子装置のバックグラウンドの機能部分
を統合して「セントラル処理ユニット」に集積するか、或いはバックグラウンドの機能が
選択した統合を有すると共に「外部装置処理ユニット」上に集積して、多種の外部設備が
動的に共用共有できるようにする。また、装置の使用者（消費者）の異なるパーソナルニ
ーズのパーソナル化に対して、パーソナルワークシステムの多種の外部装置を更に専業化
と簡略化させる。「セントラル処理ユニット」と「外部装置」を組み合わせて、携帯に便
利で、動的に組み合わせ可能で、調節可能なパーソナル通信情報処理システムにする。外
部装置は心が欲するままに自由に組み合わせ可能であり、時代遅れにならず、世界各地で
共用できる。使用者はパーソナルな「セントラル処理ユニット」を持ち出すだけで、思う
ままに外部のアプリケーション装置を適用することができる。
【００１５】
　本発明によれば、使用者が「セントラル処理ユニット」を一度購入し、個人的な好みの
変化に照らして任意の「外部装置」を選択して、手に入れる、或いは「外部装置」に接近
する、或いは「外部装置」を管理する外部装置処理ユニット（または外部装置処理サービ
スセンター）に接近すれば、使用者は心の欲するままに「外部装置」を組み合わせたり使
用したりすることが可能である。例えば、使用者は、「時計外部装置」、「メガネフレー
ム外部装置」、「携帯電話外部装置」、「事務机外部装置」、「車載外部装置」、「リビ
ングルームテレビ」、「ベッドルームプロジェクション」等の各種外部装置を有すること
が可能である。各外部装置はどれも複雑で高価な内部構造を放棄しており、最も簡素で最
も簡単な設備になっており、それらは同じ一つの集積計算センターを有する「セントラル
処理ユニット」を共用するか、或いは異なる「セントラル処理ユニット」をシェアする。
使用者は現在の一台ごとの移動装置のかなりの一部の製造費を省くことができる。「セン
トラル処理ユニット」と「外部装置」のバージョンアップはさらに便利で、さらに費用が
安くなる。即ち、計算センターを統合して集積した後、使用者は同等のコストで、倍の速
度と倍のメモリの「セントラル処理ユニット」をもたらすことが可能で、異なる状況に基
づいて、同タイプの外部装置を配置可能である。例えば在宅時には比較的大きなスクリー
ンの「外部装置」を配置するが、旅行の際に比較的小さなスクリーンの「外部装置」を配
置する。
【００１６】
　従来のポータブル式タブレットＰＣに比べ、本発明の「セントラル処理ユニット」は、
ディスプレイ、タッチパネル、キーボード、マウス、マイクロホン、受話器、スピーカ、
カメラ、重力センサ装置などの機能部材を取り除くので、本体の体積は大幅に縮小される
。取り除かれた機能部材は、独立しているか或いは複数の機能部材を組み合わせて構成し
た「外部装置」に分散化される。その中で、本機能にとって必須なプロセッサ、ＲＯＭ、
ＲＡＭ、有線/無線接続、バッテリまたは電源、だけであり、格別に簡素化されている。
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また、相応に、機能の「外部装置」はその他の部材の制約を受けない条件で究極に発展可
能であり、例えば、外部装置のスクリーンはユーザのニーズに基づいて極めて大きくても
極めて小さくても良い。本発明に開示の動的な組み合わせ、調整が可能なパーソナルワー
クシステムは、従来の携帯式タブレットＰＣに比べてさらに便利であり、さらに手軽であ
り、さらにパーソナル化されている。
【００１７】
　本発明は、携帯しやすく、動的な組み合わせが可能で、調整が可能な、パーソナル通信
情報、ワークシステムを提供しており、それは、セントラルコントロールユニットと一つ
または複数の外部装置を管理する外部装置処理ユニットとを備える。本発明によれば、セ
ントラルコントロールユニットは、外部装置を識別する部材と操作システムを備え、多種
の外部装置を識別するとともに、識別した多種の外部装置をつなげて一つのワークシステ
ムにする。本発明の通信ワークシステムはさらに通信インターフェースを備え、前記セン
トラルコントロールユニットと外部装置（またはその他の外部装置）の部材との通信に用
いられる。例えば、弱（または近距離）通信インターフェースは、前記セントラルコント
ロールユニットと外部装置の部材との通信に用いられ、強（または中・遠距離）通信イン
ターフェースは、前記セントラルコントロールユニットと外部ノードとの通信に用いられ
る。弱通信インターフェースはブルートゥースを含み、強通信インターフェースはＷｉ－
Ｆｉ接続、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ接続、ＬＡＮ接続、無線電話接続を含む。
【００１８】
　本発明は、製造メーカと多くの消費者に対して、斬新で、全範囲的で、全方位的で、最
高レベルに集積化されており、専業化されており、通用化されている技術方法を提供し、
全領域に斬新で革命的な簡潔と節約をもたらす。
【００１９】
　以上の目的のために、本発明は、外部装置を識別する部材を備え、多種の外部装置を識
別するとともに、識別した多種の外部装置を一つのワークシステムにつなげるセントラル
コントロールユニットを備えるワークシステムを提供する。
【００２０】
　本発明は、外部装置を識別する部材を備え、多種の外部装置を識別するとともに、セン
トラルコントロールユニットを使用する毎に、識別した多種の外部装置を一つのワークシ
ステムに動的につなげるセントラルコントロールユニットを備えるワークシステムを提供
する。
【００２１】
　また、本発明は、
　セントラルプロセッサ（１２１）と、セントラルプロセッサ（１２１）とつながるセン
トラル通信電気回路（１２２）と、を備えるセントラル処理ユニット（１２０）と、
　外部装置プロセッサ（または外部装置サーバ）（１１１）と、外部装置プロセッサ（１
１１）とつながっている外部装置インターフェース回路（１０４）と、外部装置プロセッ
サ（１１１）とつながっている外部装置通信電気回路（１０２）と、を備える外部装置処
理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）と、
　を備えるワークシステムであって、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）と外部装置処理ユニット（または外部装置処理
サーバ）（１１０、１１０’）とが、セントラル通信電気回路（１２２）と外部装置通信
電気回路（１０２）を介して互いに通信するワークシステムを提供する。
【００２２】
　本発明はさらに、セントラル処理ユニット（１２０）と、複数の外部装置（１３１．１
、１３１．２、・・・、１３１．ｎ）と接続する外部装置処理ユニット（または外部装置
処理サーバ）（１１０、１１０’）と、を備えるワークシステムを操作する方法であって
、
　前記ワークシステムを操作する方法は、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が外部装置処理ユニット（または外部装置処理
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サーバ）（１１０、１１０’）へ向けて外部装置使用請求とそのＩＤを送信するステップ
と、
　外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）が外部装置
使用請求とＩＤを受信するステップと、
　外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）が前記セン
トラル処理ユニットＩＤを確認するとともに、選択した外部装置を前記セントラル処理ユ
ニット（１２０）が使用するのを許可するステップと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が、セントラル処理ユニットＩＤと、選択され
た外部装置ＩＤと、操作コマンド及び／又はデータを外部装置処理ユニット（１１０）へ
向けて送信するステップと、
　外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）が前記セン
トラル処理ユニットＩＤを照合し、外部装置ＩＤによって操作コマンド及び／又はデータ
に対して相応の処理を行うステップと、を含むことを特徴とするワークシステムを操作す
る方法を提供する。
【００２３】
　本発明はさらに、
　セントラルプロセッサ（１２１）と、セントラルプロセッサ（１２１）とつながるセン
トラル通信電気回路（１２２）と、を備え、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）と一つまたは複数の外部装置処理ユニット（ま
たは外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）とが互いに通信し、外部装置処理ユニッ
ト（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）中の外部装置を前記セントラル処
理ユニット（１２０）上へ接続するセントラル処理ユニット（１２０）を提供する。
【００２４】
　本発明はさらに、セントラル処理ユニット（１２０）を操作する方法を提供しており、
その方法は、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が、外部装置処理ユニット（または外部装置処
理サーバ（１１０、１１０’）へ向けて外部装置使用請求を送信するステップと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が、前記外部装置処理ユニット（または外部装
置処理サーバ）（１１０、１１０’）から外部装置使用請求の許可応答を受信するステッ
プと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が、選択された外部装置ＩＤと、操作コマンド
及び／又はデータを外部装置処理ユニット（１１０）へ向けて送信するステップと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）が、前記外部装置処理ユニット（１１０）から
外部装置操作結果を受信するステップと、
　を含む。
【００２５】
　本発明はさらに、外部装置処理ユニット（または外部装置処理サービスセンター）（１
１０、１１０’）を提供しており、それは、
　外部装置プロセッサ（または外部装置サーバ）（１１１）と、外部装置プロセッサ（１
１１）とつながっている外部装置インターフェース回路（１０４）と、外部装置プロセッ
サ（１１１）とつながっている外部装置通信電気回路（１０２）と、を備え、
　前記外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）と前記
セントラル処理ユニット（１２０）とが互いに通信し、外部装置処理ユニット（または外
部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）中の外部装置を前記セントラル処理ユニット（
１２０）上へ接続する。
【００２６】
　本発明はさらに、外部装置処理ユニット（または外部装置処理サーバ）（１１０、１１
０’）を操作する方法を提供しており、その方法は、
　セントラル処理ユニット（１２０）から送信された外部装置使用請求を受信するステッ
プと、
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　前記セントラル処理ユニット（１２０）へ向けて、外部装置使用請求の許可応答を送信
するステップと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）から送信された、選択された外部装置、操作コ
マンド及び／又はデータを受信するステップと、
　選択された外部装置で、前記セントラル処理ユニット（１２０）から送信された操作コ
マンド及び／又はデータをマネジメントするステップと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）へ向けて操作結果を送信するステップと、
　を含む。
【００２７】
　本発明はさらに、外部装置集積ユニットを提供しており、それは、
　一つまたは複数の外部装置と、
　外部装置プロセッサ（または外部装置サーバ）（１１１）と、外部装置プロセッサ（１
１１）とつながっている外部装置インターフェース回路（１０４）と、外部装置プロセッ
サ（１１１）とつながっている外部装置通信電気回路（１０２）と、を備える外部装置処
理ユニットと、を備え、
　前記外部装置処理ユニット（１１０）と一つまたは複数のセントラル処理ユニット（１
２０）とが互いに通信し、前記外部装置処理ユニット（１１０）中の外部装置を前記一つ
または複数のセントラル処理ユニット（１２０）上へ接続する。
【００２８】
　本発明はさらに、外部装置集積ユニットを操作する方法を提供しており、前記外部装置
集積ユニットは、
　一つまたは複数の外部装置と、
　外部装置プロセッサ（または外部装置サーバ）（１１１）と、外部装置プロセッサ（１
１１）とつながっている外部装置インターフェース回路（１０４）と、外部装置プロセッ
サ（１１１）とつながっている外部装置通信電気回路（１０２）と、を備える外部装置処
理ユニットと、を備え、
　前記外部装置処理ユニット（１１０）と一つのセントラル処理ユニット（１２０）とが
互いに通信し、前記外部装置処理ユニット（１１０）中の外部装置を前記一つまたは複数
のセントラル処理ユニット（１２０）へ接続し、
　前記方法は、
　セントラル処理ユニット（１２０）から送信された外部装置使用請求を受信するステッ
プと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）へ向けて、外部装置使用請求の許可応答を送信
するステップと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）から送信された、選択された外部装置、操作コ
マンド及び／又はデータを受信するステップと、
　選択中の外部装置上で、前記セントラル処理ユニット（１２０）から送信された操作コ
マンド及び／又はデータをマネジメントするステップと、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）へ向けて操作結果を送信するステップと、
　を含む。
【００２９】
　本発明はさらに、ワークシステムを提供しており、それは、
　一つのセントラル処理ユニット（１２０）と、
　一つまたは複数の外部装置処理ユニット（または外部装置処理サービスセンター）（１
１０、１１０’）と、を備え、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）は、
　セントラルプロセッサ（１２１）と、
　セントラルプロセッサ（１２１）とつながるセントラル通信電気回路（１２２）と、を
備え、
　前記外部装置処理ユニット（または外部装置処理サービスセンター）（１１０、１１０
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’）はそれぞれ、
　外部装置プロセッサ（または外部装置サーバ）（１１１）と、
　外部装置プロセッサ（１１１）とつながっている外部装置通信電気回路（１０２）と、
を備え、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）と前記複数の外部装置処理ユニット（または外
部装置処理サーバ）（１１０、１１０’）とが、セントラル通信電気回路（１２２）と外
部装置通信電気回路（１０２）を介して互いに通信する。
【００３０】
　本発明はさらに、ワークシステムを提供しており、それは、
　一つまたは複数のセントラル処理ユニット（１２０）と、
　一つの外部装置処理ユニット（または外部装置処理サービスセンター）（１１０、１１
０’）と、を備え、
　前記一つまたは複数のセントラル処理ユニット（１２０）のうちの各個は、
　セントラルプロセッサ（１２１）と、
　セントラルプロセッサ（１２１）とつながるセントラル通信電気回路（１２２）と、を
備え、
　前記外部装置処理ユニット（または外部装置処理サービスセンター）（１１０、１１０
’）は、
　外部装置プロセッサ（または外部装置サーバ）（１１１）と、
　外部装置プロセッサ（１１１）とつながっている外部装置通信電気回路（１０２）と、
を備え、
　前記セントラル処理ユニット（１２０）と前記外部装置処理ユニット（または外部装置
処理サーバ）（１１０、１１０’）とが、セントラル通信電気回路（１２２）と外部装置
通信電気回路（１０２）を介して互いに通信する。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の新型の通信ワークシステム１００である。
【図２Ａ】ユーザテーブル２０１である。
【図２Ｂ】一つまたは複数のセントラル処理ユニット１２０で使用される個別の外部装置
１３１（１３１．１、１３１．２、・・・、１３１．ｎ）である。
【図２Ｃ】一つまたは複数のセントラル処理ユニット１２０で使用される外部装置グルー
プ（装置グループ１、装置グループ２、・・・、装置グループｎ）の外部装置処理ユニッ
ト１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）端での使用状態テーブル（ま
たは状態追跡）２０３である。
【図２Ｄ】とあるセントラル処理ユニット１２０が使用する一つまたは複数の外部装置処
理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）中の外部装置１３１
（１３１．１、１３１．２、・・・、１３１．ｎ）または外部装置グループ（装置グルー
プ１、装置グループ２、・・・、装置グループｎ）の、セントラル処理ユニット１２０端
での使用状態テーブル（または状態追跡）テーブル２０４である。
【図３】本発明の一つの通信ワークシステム３００の構成概略図である。
【図４】本発明の一つの通信ワークシステム４００の構成概略図である。
【図５】本発明の一つの通信ワークシステム５００の構成概略図である。
【図６】本発明の一つの通信ワークシステム６００の構成概略図である。
【図７】本発明の一つの通信ワークシステム７００の構成概略図である。
【図８】本発明の一つの通信ワークシステム８００の構成概略図である。
【図９Ａ】本発明の一つの通信ワークシステム９０１の構成概略図である。
【図９Ｂ】本発明の一つの通信ワークシステム９０２の構成概略図である。
【図９Ｃ】本発明の一つの通信ワークシステム９０３の構成概略図である。
【図９Ｄ】本発明の一つの外部装置集積ユニット９０５の構成概略図である。
【図１０Ａ】複数のセントラル処理ユニット１２０と一つの外部装置処理ユニット１１０
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を備えて一つのワークシステム１００１を形成することが可能な構成を示す概略図である
。
【図１０Ｂ】一つのセントラル処理ユニット１２０と複数の外部装置処理ユニットを備え
て一つのワークシステム１００２を形成することが可能な構成を示す概略図である。
【図１０Ｃ】本発明の一つのワークシステム１００３の内部構造を示す概略図である。
【図１１】本発明の新型の通信ワークシステム１００を操作するフロー図１１００である
。
【図１２】市場でよく見られる電子装置の雷同部分を分析し、一つの全体のパーソナルコ
ントロールセントラルに集積する一つの実施例である。
【図１３】本発明のパーソナルコントロールセントラルと外部装置とパーソナルワークシ
ステムのブロック図である。
【図１４】複数の本発明のパーソナルコントロールセントラルが外部ネットワークを介し
て交流する実施例である。
【図１５】本発明のパーソナルコントロールセントラルと外部装置が構成する内部ネット
ワークの実施例である。
【図１６】本発明の外部装置の実施例の列挙である。
【図１７】本発明のシステムの初期化設置操作の説明である。
【図１８】本発明がファイルを作る操作のブロック図である。
【図１９】本発明の電話を例にしての外部装置グループの実施例を説明するブロック図で
ある。
【図２０】本発明のゲーム機を例にしての外部装置グループの実施例を説明するブロック
図である。
【図２１】本発明の「一つが多くを引っ張る」実施例のブロック図である。
【図２２】本発明の「一つが多くと組み合わさる」実施例のブロック図である。
【図２３】本発明の生体暗号識別の実施例のブロック図である。
【図２４】本発明の第三者がパーソナルコントロールセントラル情報を利用する実施例の
ブロック図である。
【図２５】図１の外部装置プロセッサ１１１または図１０Ｃのサーバ１０１４の模範的な
構成である。
【図２６】図１のセントラルプロセッサ１２１の模範的な構成である。
【図２７】図１２の部分拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　本発明は、新型の通信ワークシステムを開示しており、特に、動的な組み合わせが可能
な情報システムの革新的な構造と方法に関する。
【００３３】
　図１は、本発明の新型の通信ワークシステム１００である。図１に示すように、本発明
の新型の通信ワークシステム１００は、セントラル処理ユニット１２０と、外部装置処理
ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）を備え、セントラル処
理ユニット１２０と外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター
１１０’）は無線又は有線の方式で互いに通信ができる。図１０Ａに示すように、複数の
ユーザに対して開放しているかあるいは複数の外部装置を配置しているシステムにおいて
、外部装置処理ユニット１１０は一つのサーバ又は一つのサーバシステム（即ち、外部装
置処理サービスセンター１１０’）であってもいい。外部装置処理ユニット１１０または
外部装置処理サービスセンター１１０’は複数のセントラル処理ユニット１２０（１２０
．１、１２０．２・・・、１２０．ｍ）のためにサービスすることができる。図１０Ｂに
示すように、一つのセントラル処理ユニット１２０は外部装置処理ユニット１１０（１１
０．１、１１０．２、・・・、１１０．ｎ）と通信を行うことができる。図１０Ｂに示す
ように、一つのセントラル処理ユニット１２０は、複数の外部装置処理ユニット１１０（
または外部装置処理サービスセンター１１０’）のサービスを得ることができる。
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【００３４】
　セントラル処理ユニット１２０は、セントラルプロセッサ１２１と、セントラルプロセ
ッサ１２１とつながっているセントラル通信電気回路１２２（無線でも有線でもよい）と
、セントラルプロセッサ１２１とつながっているセントラルＩＤ回路１２３（セントラル
処理ユニット１２０の単独のＩＤを記憶するのに用いられる）と、セントラルプロセッサ
１２１とつながっている外部通信回路１２５と、セントラルプロセッサ１２１とつながっ
ているセントラル操作表示装置１２４と、セントラルプロセッサ１２１とつながっている
データ収集インターフェース１４０と、データ収集インターフェース１４０とつながって
いるデータ収集器１４２と、を備える。データ収集インターフェース１４０を介し、デー
タ収集インターフェース１４０は使用者の身辺情報を収集でき、データ収集インターフェ
ース１４０は収集した使用者の身辺情報をセントラルプロセッサ１２１へ送信する。セン
トラルプロセッサ１２１は、使用者の身辺の暗号情報を外部装置処理ユニット１１０（ま
たは外部装置処理サービスセンター１１０’）へ向けて送信でき、外部装置処理ユニット
１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）が暗号情報に対して照合を行っ
て通過した後で、ようやくセントラル処理ユニット１２０がそのシステムに入るのを許可
して、使用安全性を高める。セントラル処理ユニット１２０の外部通信回路１２５は、セ
ントラルプロセッサ１２１（またはセントラル処理ユニット１２０）を外部ネットワーク
ノードに通信接続し、外部ネットワークノードは、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ１３５、ＷｉＦｉ１
３６、ＬＡＮ１３７、クラウド（またはクラウドサービスプロバイダ）１３８、電話サー
ビスプロバイダ１３９を含む。
【００３５】
　セントラル表示装置１２４の電気回路を最大限に簡素化し、消費電力を減少させるため
に、セントラル操作表示装置１２４は最も簡単な白黒液晶表示パネルで良く、最も簡単な
表示機能さえ満たせばそれでよい。外部通信回路１２５は複数の外部ノードと接続し、外
部ノードは、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ、ＷＩＦＩ、ＬＡＮ、クラウド、携帯電話または電話を含
む。セントラルプロセッサ１２１はメモリ１２６を備え、そこにセントラル管理操作シス
テム及びプログラムを記憶する。セントラル管理操作システム及びプログラムを実行して
以降、セントラルプロセッサ１２１は、セントラル処理ユニット１２０のその他の回路の
操作とコントロールが可能となる。
【００３６】
　外部装置処理ユニット１１０は、外部装置プロセッサ１１１と、外部装置プロセッサ１
１１とつながっている外部装置インターフェース電気回路１０４と、外部装置プロセッサ
１１１とつながっている外部装置通信電気回路１０２（無線の方式でも有線の方式でもよ
い）と、外部装置プロセッサ１１１とつながっている外部装置ＩＤ記憶回路１０１（外部
装置処理ユニット１１０または外部装置処理サービスセンター１１０’の独自のＩＤを記
憶するのに用いられる）と、外部装置プロセッサ１１１とつながっている外部装置管理表
示装置１０３と、外部装置プロセッサ１１１とつながっている外部通信回路１５６と、を
備える。外部装置インターフェース回路１０４は、複数の外部装置１３１（１３１．１、
１３１．２、・・・、１３１．ｎ）と接続し、外部装置は、キーボード、マウス、マイク
ロホン、スピーカ、ディスプレイ、スクリーン、スキャナなどを含んでよい。外部装置プ
ロセッサ１１１はメモリ１０６を備え、そこに外部装置管理操作システム及びプログラム
を記憶する。外部装置管理操作システム及びプログラムを実行して以降、外部装置プロセ
ッサ１１１は、外部装置処理ユニット１１０のその他の回路の操作とコントロールが可能
となる。外部装置管理表示装置１０３を介して、システム管理者は、ニーズに応じて外部
装置処理ユニット１１０を設置することができる。例えば、外部装置１３１（１３１．１
、１３１．２、・・・、１３１．ｎ）を増加したり、外部装置１３１（１３１．１、１３
１．２、・・・、１３１．ｎ）のインターフェース回路のためのパラメータを設置したり
することができる。
【００３７】
　本発明において、セントラル処理ユニット１２０と外部装置処理ユニット１１０（また
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は外部装置処理サービスセンター１１０’）のＩＤは、相互ペアリング、相互識別、相互
認証、に用いられる。セントラル処理ユニット１２０の外部通信回路１２５のように、外
部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理センター１１０’）の外部通信回路１５
６は外部装置プロセッサ１１１（または外部装置処理ユニット１１０）を外部ネットワー
クノードと通信してつなげ、外部ネットワークノードは、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ、ＷｉＦｉ、
ＬＡＮ、クラウド（またはクラウドサービスプロバイダ）、電話サービスプロバイダを含
む。外部装置処理ユニット１１０は外部通信回路１５６を備え、セントラル処理ユニット
１２０の外部通信回路１２５を省くことができ、セントラル処理ユニット１２０は外部装
置処理ユニット１１０（外部装置処理センター１１０’）を介して外部ネットワークノー
ドと通信でき、セントラル処理ユニット１２０をさらに小型化することができる。また、
外部通信回路１５６を外部装置処理ユニット１１０（外部装置処理センター１１０’）に
設けるとともに、外部通信回路１２５をセントラル処理ユニット１２０から省略し、新た
に世に出た通信プロトコルまたは技術を付加する必要がある際、外部装置処理ユニット１
１０の外部通信回路１５６を変えるだけでよく、セントラル処理ユニット１２０を変える
必要はない。
【００３８】
　セントラル処理ユニット１２０と外部装置処理ユニット１１０は、セントラル通信回路
１２２と外部装置処理ユニット１１０の外部装置通信回路１０２を介して互いに通信し、
通信方式は、無線であっても有線であってもよい。応用外部装置１３１（１３１．１、１
３１．２、・・・１３１．ｎ）の間はデータ交換がなく、応用外部装置１３１はセントラ
ル処理ユニット１２０へデータまたは命令を送信するかあるいはセントラル処理ユニット
１２０より転送してきたデータまたは命令を受信するだけである。セントラル処理ユニッ
ト１２０は応用外部装置１３１（１３１．１、１３１．２、・・・１３１．ｎ）により伝
えられたデータまたは命令に対して処理を行った後、結果を生成し、その後、一つまたは
複数の応用外部装置（１３１．１、１３１．２、・・・１３１．ｎ）へ送信して実行可能
である。応用外部装置１３１（１３１．１、１３１．２、・・・１３１．ｎ）の機能は重
複可能である（例えば、セントラル処理ユニット１２０が送信した通信情報、データと命
令を複数のスクリーンに表示する）。複数の応用外部装置１３１（１３１．１、１３１．
２、・・・１３１．ｎ）は外部装置グループ（例えば、マウス、キーボード、ディスプレ
イ、スピーカ、マイクロホン）を組み合わせることができ、組み合わせて１セットにされ
た応用外部装置１３１（１３１．１、１３１．２、・・・１３１．ｎ）を一緒に組み合わ
せ、外部装置を一つの全体として、セントラル処理ユニット１２０とペアリングして通信
する。応用外部装置１３１（１３１．１、１３１．２、・・・１３１．ｎ）は異なる時間
帯で複数のセントラル処理ユニット１２０とペアリングして使用可能である。しかし、同
じ時間帯においては、同じ応用外部装置１３１（１３１．１、１３１．２、・・・１３１
．ｎ）または同じ外部装置グループが一つのセントラル処理ユニット１２０だけとペアリ
ングして通信可能である。
【００３９】
　別の実施例として、セントラル処理ユニット１２０において、セントラル通信回路１２
２と、セントラルＩＤ回路１２３と、外部通信回路１２５とは、セントラルプロセッサ１
２１に集積可能である。同様に、外部装置処理ユニット１１０において、外部装置通信電
気回路１０２と、外部装置請求ＩＤ電気回路１０１と、外部装置インターフェース回路１
０４とは、外部装置プロセッサ１１１に集積可能である。
【００４０】
　図１において、セントラル処理ユニット１２０のＩＤと外部装置処理ユニット１１０（
または外部装置処理サービスセンター１１０’）の無線通信は、アンテナ１３３とアンテ
ナ１３４を介して両方向の破線接続１５１で表示されており、有線通信は両方向の実線接
続１５２で表示される。
【００４１】
　図２Ａはユーザテーブル２０１であり、外部装置処理ユニット１１０（または外部装置
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処理サービスセンター１１０’）に、外部装置処理ユニット１１０を使用することが許可
されたセントラル処理ユニット１２０のＩＤを記憶するのに用いられる。
【００４２】
　図２Ｂは、一つまたは複数のセントラル処理ユニット１２０で使用される個別の外部装
置１３１（１３１．１、１３１．２、・・・１３１．ｎ）の、外部装置処理ユニット１１
０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）端での使用状態テーブル（または状
態追跡）２０２であり、システムに入るセントラル処理ユニット１２０（１２０．１、１
２０．２、・・・、１２０．ｍ）及びシステムに入れられたセントラル処理ユニット１２
０の外部装置１３１の状態を示すのに用いられる。具体的に、使用状態テーブル２０２の
第一列は、セントラル処理ユニットＩＤ（使用者のＩＤを表示するのに用いることができ
る）である。使用状態テーブル２０２の第二列は、外部装置１３１のＩＤ（外部装置を表
示するのに用いることができる）である。使用状態テーブル２０２の第三列は、外部装置
１３１の状態であり、アイドル、ロック、動作の３つの状態を含む。
【００４３】
　図２Ｃは、一つまたは複数のセントラル処理ユニット１２０で使用される外部装置グル
ープ（装置グループ１、装置グループ２、・・・、装置グループｎ）の、外部装置処理ユ
ニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）端での使用状態テーブル
（または状態追跡）２０３であり、システムに入るセントラル処理ユニット１２０（１２
０．１、１２０．２、・・・、１２０．ｍ）及びシステムに入れられたセントラル処理ユ
ニット１２０の外部装置グループを使用する状態を示すのに用いられる。具体的に、使用
状態テーブル２０３の第一列は、某セントラル処理ユニットＩＤ（使用者のＩＤを表示す
るのに用いることができる）である。使用状態テーブル２０３の第二列は、外部装置グル
ープのＩＤであり、使用状態テーブル２０３の第三列は、外部装置グループの各装置のＩ
Ｄ（外部装置を表示するのに用いることができる）である。使用状態テーブル２０３の第
四列は、外部装置グループの状態であり、アイドル、ロック、動作の３つの状態を含む。
外部装置グループ使用状態テーブル２０３は、セントラル処理ユニット１２０が外部装置
処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）に外部装置を請求
する際、一回請求で一つの装置グループにおけるすべての装置を選択できることをさせる
。このように、外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１
０’）は、最適化された使用方式を用いることにより外部装置を組み合わせることができ
る。グループ選択の機能がないならば、複数のセントラル処理ユニット１２０（１２０．
１、１２０．２、・・・、１２０．ｍ）が一つの外部装置処理ユニット１１０（または外
部装置処理サービスセンター１１０’）に外部装置サービスを請求する際、あるセントラ
ル処理ユニット１２０が最適化された外部装置グループを選択するのは非常に難しい。
【００４４】
　外部装置または外部装置グループが実行する前、外部装置処理ユニット１１０（または
外部装置処理サービスセンター１１０’）は、外部装置の使用状態テーブル２０２の第一
列または外部装置の使用状態テーブル２０３の第一列へセントラル処理ユニットのＩＤ（
セントラルＩＤ１、セントラルＩＤ２、セントラルＩＤ３、・・・セントラルＩＤｎ）を
入れ、ＩＤ（セントラルＩＤ１、セントラルＩＤ２、セントラルＩＤ３、・・・セントラ
ルＩＤｎ）を備えるすべてのセントラル処理ユニットが外部装置処理ユニット１１０（ま
たは外部装置処理サービスセンター１１０’）の相応外部装置または外部装置グループに
あることを表示する。以降の使用工程において、受信したセントラル処理ユニットのＩＤ
に基づいて、テーブルの相応な一行の内容を更新する。状態テーブル２０２と状態テーブ
ル２０３は、現在外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１
１０’）を使用している一つまたは複数のセントラル処理ユニット１２０を反映した。
【００４５】
　図２Ｄは、某セントラル処理ユニット１２０が使用する一つまたは複数の外部装置処理
ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）中の外部装置１３１（
１３１．１、１３１．２、・・・、１３１．ｎ）または外部装置グループ（装置グループ
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１、装置グループ２、・・・、装置グループｎ）の、該セントラル処理ユニット１２０端
での使用状態テーブル（または状態追跡）テーブル２０４である。具体的に、使用状態テ
ーブル２０４の第一列は、外部装置処理ユニット（または外部装置処理サービスセンター
）のＩＤである。使用状態テーブル２０４の第二列は、外部装置または外部装置グループ
のＩＤ（請求されたあるいは使用された外部装置または外部装置グループを表示するのに
用いることができる）である。使用状態テーブル２０４の第三列は、請求内容である。使
用状態テーブル２０４の第四列は、操作状態であり、拒絶、操作結果待ち、完成の３つの
状態を含む。セントラル処理ユニット１２０が外部装置処理ユニット１１０（または外部
装置処理サービスセンター１１０’）からの請求許可を受信した後、セントラル処理ユニ
ット１２０が該外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１
０’）のＩＤを使用状態テーブル２０４の第一列に入れる。以降の使用過程において、受
信した外部装置または外部装置グループのＩＤに基づいて、テーブルの相応な一行の内容
を更新する。状態テーブル２０４は、セントラル処理ユニット１２０が現在使用している
一つまたは複数の外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１
１０’）を反映した。
【００４６】
　図２Ａ～Ｃのテーブルは、外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービス
センター１１０’）に記憶され、外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サー
ビスセンター１１０’）に一つまたは複数のセントラル処理ユニット１２０の該外部装置
処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）に対する通信と使
用状況を検査、追跡できるようにする。図２Ｄのテーブルは、セントラル処理ユニット１
２０に記憶され、セントラル処理ユニット１２０に一つまたは複数の外部装置処理ユニッ
ト１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）に対する通信と使用状況を検
査、追跡できるようにする。状態使用（または状態追跡）テーブル２０１～２０４の設置
は、某セントラル処理ユニット１２０が複数の外部装置処理ユニット１１０（または外部
装置処理サービスセンター１１０’）と通信できるようにし、また、某外部装置処理ユニ
ット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）が複数のセントラル処理ユ
ニット１２０と通信できるようにもする。
【００４７】
　図３は、本発明の一つの通信ワークシステム３００を示しており、一つのセントラル処
理ユニット１２０と一つの外部装置処理ユニット１１０によって組成される。セントラル
処理ユニット１２０と外部装置処理ユニット１１０とが通信する（無線の方式でも有線の
方式でもよい）。セントラル処理ユニット１２０はその外部通信回路１２５を介して外部
ネットワークノードと通信し、外部ネットワークノードは無線電話通信サービスプロバイ
ダ１６１と、インターネット／クラウド処理サービスプロバイダ１６２、ＬＡＮ１６３と
を含んで通信を行う。また、その通信回路１２２を介して、セントラル処理ユニット１２
０と外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）と通
信し、それによって、外部装置１、外部装置２、外部装置３、・・・、外部装置ｎと接続
する。よって、図３のシステムにおいて、セントラル処理ユニット１２０にとって、外部
装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）及び応用外部
装置１３１（１３１．１、１３１．２、・・・、１３１．ｎ）が一つの内部ネットワーク
３０１を組成し、無線電話通信サービスプロバイダ１６１と、インターネット／クラウド
処理サービスプロバイダ１６２、ＬＡＮ１６３は外部ネットワーク３０２である。内部ネ
ットワーク３０１を介して、セントラル処理ユニット１２０は異なる外部装置１、外部装
置２、外部装置３、・・・、外部装置ｎを選択することが可能であり、一項または複数項
のタスクを完成できる一つのワークシステムを形成できる。その外部ネットワーク３０２
を介して、複数のセントラル処理ユニット１２０（１２０．１、１２０．２、・・・、１
２０．ｍ）は互いに接続でき、相互に通信する（図１４に示す）。また、図３に示す通信
ワークシステム３００中の外部装置処理ユニット１１０自身が一つの携帯移動装置であっ
ても良く、例えば、キーボード、マウス、ハードディスク、一つの小さなスクリーンとい
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た幾つかのポータブル外部装置に専用接続し、旅行時に使用するのに便利である。図４は
、本発明の一つの通信ワークシステム４００を示している。ワークシステム３００と同様
に、ワークシステム４００は、一つのセントラル処理ユニット１２０と一つの外部装置処
理ユニット１１０によって組成される。セントラル処理ユニット１２０と外部装置処理ユ
ニット１１０とが通信する（無線の方式でも有線の方式でもよい）が、セントラル処理ユ
ニット１２０は外部ネットワークノードと通信しない。即ち、本発明のワークシステムに
おいて、内部ネットワーク３０１と外部ネットワーク３０２は、別々に独立して動作可能
である。図３に示すワークシステムにおいて、外部ネットワーク３０２を取り除いた後、
該ワークシステムは独立して動作可能である。通信ワークシステム４００において、セン
トラル処理ユニット１２０は外部装置処理ユニット１１０を介して外部ネットワークノー
ドと通信可能である。
【００４８】
　図５は、本発明の一つの通信ワークシステム５００を示しており、外部装置処理ユニッ
ト１１０（又は外部装置処理サービスセンター１１０’）を介して、セントラル処理ユニ
ット１２０がある特定の機能または用途を具備する複数の外部装置と接続し、各種外部装
置は、人体生物データ収集ＥＣＧ応用外部装置、ＧＰＳ収集応用外部装置、フラッシュメ
モリ／光ディスク／メディアデータ応用外部装置、支払応用外部装置、イヤホン／スピー
カ／音声出力応用外部装置、マイクロホン／音声収集応用外部装置、ゲームコントロール
／マウス／キーボード応用外部装置、ペンタブレット応用外部装置、スクリーン／眼鏡／
ディスプレイ／プロジェクタ／テレビ応用外部装置、スキャナ／カメラ／撮影レンズ／ビ
デオ収集応用外部装置、透視／超音波／応用外部装置、バーコードスキャナ応用外部装置
、無線信号収集応用外部装置、等を含む。必要に応じて、セントラル処理ユニット１２０
は、多種の外部装置から任意に組み合わせを選択することができる。
【００４９】
　図６は、本発明の一つの通信ワークシステム６００を示している。図６に示すように、
セントラル処理ユニット１２０をコントロールして外部装置処理ユニット１１０へ外部装
置（ディスプレイ、マウス、キーボード、スキャナを含む）使用を請求し、セントラル処
理ユニット１２０をパーソナルコントロールして外部装置処理ユニット１１０とペアリン
グコールに応答した後、検証情報を互いに交換する。検証によって、ペアリングを実現す
る。セントラル処理ユニット１２０をコントロールして、ディスプレイ、マウス外部装置
、キーボードとスキャナとペアリングしてつなげた後、一つの通信ワークシステム６００
を構成する。その外部通信回路１２５を介して、セントラル処理ユニット１２０をパーソ
ナルコントロールしてインターネットクラウド処理サービスプロバイダと通信し、スキャ
ンしたファイルをインターネットクラウド処理サービスプロバイダへ送信して記憶する。
【００５０】
　図７は、本発明の一つの通信ワークシステム７００を示している。図７に示すように、
セントラル処理ユニット１２０をコントロールして外部装置処理ユニット１１０へ外部装
置（ディスプレイ、マウス、キーボード、マイクロホン、イヤホンを含む）使用を請求し
、セントラル処理ユニット１２０をコントロールして外部装置処理ユニット１１０とペア
リングコールに応答した後、検証情報を互いに交換する。検証によって、ペアリングを実
現する。セントラル処理ユニット１２０をパーソナルコントロールして、ディスプレイ、
マウス外部装置、キーボード、マイクロホン、イヤホンとつなげた後、通信ワークシステ
ム７００を構成する。その外部通信回路１２５を介して、セントラル処理ユニット１２０
をコントロールして、無線電話通信サービスプロバイダとつなげ、電話をかける操作を行
う。
【００５１】
　図８は、本発明の一つの通信ワークシステム８００である。図８に示すように、セント
ラル処理ユニット１２０をコントロールして外部装置処理ユニット１１０へ外部装置（デ
ィスプレイ、マウス、キーボード、ゲームコントロール外部装置を含む）使用を請求し、
セントラル処理ユニット１２０をパーソナルコントロールして外部装置処理ユニット１１
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０とペアリングコールに応答した後、検証情報を互いに交換する。検証によって、ペアリ
ングを実現する。セントラル処理ユニット１２０をコントロールして、ディスプレイ、マ
ウス外部装置、キーボード、ゲームコントロール外部装置とつなげた後、一つの通信ワー
クシステム８００を構成する。その外部通信回路１２５を介して、セントラル処理ユニッ
ト１２０をコントロールして、インターネットクラウドサービスプロバイダと繋がり、ゲ
ームプレイの操作を行う。
【００５２】
　図９Ａは本発明の一つの通信ワークシステム９０１を示している。図９Ａに示すように
、セントラル処理ユニット１２０をコントロールして外部装置処理ユニット１１０へ安全
認証外部装置（パーソナル生物データ収集ＥＣＧ外部装置、人体生物データ収集外部装置
、自動認証外部装置を含む）使用を請求し、一つの素早く、安全性と信頼性のグレードが
高い外部装置ペアリングと認証識別の組み合わせを構築する。例えば、先ず、一つの人体
生物データ収集外部装置を同じオーナーのパーソナルコントロールセントラルとペアリン
グして、オーナーの生物データ、例えば、心拍数、血中酸素量、心電図ＥＣＧ、オーナー
の指紋などの生物情報を収集し、分析を経てオーナーの生物指紋を記録して形成する。操
作者（オーナー）が、一つの人体生物データ収集ＥＣＧ外部装置を内蔵したその他の外部
装置を手に持つ／接触する際、操作者の人体生物データは収集されると共にセントラル処
理ユニット１２０へ転送させて、セントラル処理ユニットをコントロールして検知データ
を分析して記憶されている生物指紋と比較して、ひいては実時間データとの比較が可能で
あり、一致を確認した後、セントラル処理ユニットをコントロールして該外部装置の加入
請求を自動で受け入れることができる。このハードウェアセットは、一セット（外部装置
＋人体生物データ収集外部装置＋バッテリ）の自動ペアリング・安全な外部装置グループ
を組成することが可能である。この機能は、オンライン支払や安全なサインアップ等の分
野に用いることができる。セントラルをパーソナルコントロールするセントラル使用者が
一つの外部装置を取れば直ぐに使用可能になることを実現し、ひいては、今しがた停止し
たところから継続開始して小説の読み終え又はプログラムの見終わりを継続することが可
能である。さらに高いレベルで情報を秘密にする必要性のために、通常、さらに正確なサ
インアップのためにユーザの真実性が求められ、金融、セキュリティ、国防分野に用いら
れ、三陰交の人体データ量はその他の部位のデータ量より多く、正確で、位置が更に秘密
で、収集外部装置を装着することがさらに便利であるので、この時、パーソナルコントロ
ールセントラルの、緻密にマッチングした人体情報収集外部装置により、使用者の足首の
部位の三陰交のつぼの心電図情報を収集する。使用者がマッチングする必要がある機能外
部装置に手でタッチする際、該機能外部装置は、使用者と接触する筋肉と皮膚により、使
用者の人体情報を収集し、パーソナルコントロールセントラルが収集したリアルタイムデ
ータと比較し、それによって、タッチした者とパーソナルコントロールセントラル携帯者
が同一人物かどうか断固たる精確な判断をし、それによってさらに高レベルの識別認証を
実現する。
【００５３】
　図９Ｂは、本発明の一つの通信ワークシステム９０２を示しており、多くが同時に繋が
っているワークシステムである。図９Ｂに示すように、講演の受講者はセントラル処理ユ
ニット１２０をコントロールして携帯し、外部装置処理ユニット１１０．１へ向けて講演
外部装置（講演外部装置は、マウス、キーボード、マイクロホン、個人用ディスプレイを
含む）の使用を請求する。講演の授業者がコントロールセントラル処理ユニット１２０を
携帯して、外部装置処理ユニット１１０．１へ講演外部装置（マウス、キーボード、マイ
クロホン、個人用ディスプレイを含む）の使用を請求し、講演の授業者のコントロールセ
ントラル処理ユニット１２０がマウス、キーボード、マイクロホン、個人用ディスプレイ
外部装置とつながった後、一つの講演ワーク外部装置グループを構成する。講演授業者は
セントラル処理ユニット１２０も使用して、外部装置処理ユニット１１０．２に向けて講
堂の聴衆外部装置（聴衆大ディスプレイを含む）の使用を請求し、講演の授業者のコント
ロールセントラル処理ユニット１２０が聴衆大ディスプレイとつながった後、一つの講堂
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聴衆外部装置グループを構成する。講演の授業者は更にコントロールセントラル処理ユニ
ット１２０を使用して、外部装置処理ユニット１１０．３に向けてリモート聴衆外部装置
（リモート表示外部装置１、表示外部装置２、・・・、表示外部装置ｎを含む）の使用を
請求し、講演授業者のコントロールセントラル処理ユニット１２０をリモート表示外部装
置１、表示外部装置２、・・・、表示外部装置ｎとつながった後、一つのリモート聴衆外
部装置グループを構成する。３つの外部装置処理ユニット１１０．１、外部装置処理ユニ
ット１１０．２、外部装置処理ユニット１１０．３によって、講演授業者のコントロール
セントラル処理ユニット１２０が通信ワークシステム９００を形成し、講演授業者に講演
授業操作を実行させる。
【００５４】
　図９Ｃは、本発明の一つのワークシステム９０３を示しており、多くが同時に繋がって
いるワークシステムのデモンストレーションである。図９Ｃに示すように、セントラル処
理ユニット１２０は、外部装置処理ユニット１１０．１に向けて基本外部装置（マウス、
キーボード、マイクロホン、スピーカ、ディスプレイを含む）の使用を請求し、セントラ
ル処理ユニット１２０がマウス、キーボード、マイクロホン、スピーカ、ディスプレイ外
部装置とつながった後、基本ワーク外部装置グループを構成する。セントラル処理ユニッ
ト１２０はさらに外部装置処理ユニット１１０．２に向けてプリンタ外部装置の使用を請
求し、セントラル処理ユニット１２０がプリンタ外部装置とつながった後、ワークシステ
ム９０２は印刷の機能を有する。セントラル処理ユニット１２０はさらに外部装置処理ユ
ニット１１０．３に向けて画像入力外部装置の使用を請求し、セントラル処理ユニット１
２０が画像入力外部装置とつながった後、ワークシステム９０２は画像入力の機能を有す
る。３つの外部装置処理ユニット１１０．１、外部装置処理ユニット１１０．２、外部装
置処理ユニット１１０．３により、セントラル処理ユニット１２０が通信ワークシステム
９０２を形成し、使用者は印刷と画像入力の操作を行うことができる。図９Ｃにおいて、
セントラル処理ユニット１２０は、３つの外部装置処理ユニット１１０．１、１１０．２
、１１０．３と同時に通信する。このような設置の下では、３つの外部装置処理ユニット
１１０．１、１１０．２、１１０．３は全て、自己の外部装置処理ユニットのＩＤを有し
ており、セントラル処理ユニット１２０とのペアリングに使用される。
【００５５】
　図９Ｄは、外部装置集積ユニット９０５を示している。図９Ｄに示すように、外部装置
集積ユニット９０５は、単独の外部装置又は外部装置グループ９６２と外部装置処理ユニ
ット９６４（または１１０）を含んでいる。外部装置は、プリンタ外部装置、スキャナ外
部装置、又は画像入力外部装置であって良い。外部装置グループは、一組の装置、例えば
マウス、キーボード、マイクロホン、スピーカ、ディスプレイであって良い。外部装置集
積ユニット９０５は、自己の単独の外部装置ＩＤを有することができ、外部装置集積ユニ
ット９０５の識別に用いられる。外部装置処理ユニット９６４の構造と機能は、図１の外
部装置処理ユニット１１０と同じであるか似ている。図９Ｄに示す外部装置集積ユニット
９０５がいかなるセントラル処理ユニット１２０とも通信が可能である。外部装置集積ユ
ニット９０５の構造のメリットは、以降の外部装置生産メーカが、製造したいかなる一種
の外部装置または一組の外部装置のために一つの外部装置処理ユニット９６４（または１
１０）を専門配置し、外部装置集積ユニット９０５のＩＤ、外部装置パラメータ、外部装
置呼び出しコマンド、外部装置通信プロトコル、使用説明を事前に設けて置くことが可能
なことである。いかなる一種の外部装置または一組の外部装置を購入した後、使用者はそ
のセントラル処理ユニット１２０を、外部機器使用説明に応じてパラメータ、呼び出しコ
マンド、外部装置通信プロトコルを設けて、セントラル処理ユニット１２０が外部装置集
積ユニット９０５と通信できるようにし、それによって、該外部装置または外部装置グル
ープを使用できるようにする。このようなモジュール化された設置は、セントラル処理ユ
ニット１２０をいかなる一種の単独製造された外部装置または外部装置グループとの接続
を便利にできる。
【００５６】
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　図１０Ａは、多くのユーザに対して多くの外部装置を開放及び提供するシステム１００
１を示している。図１０Ａに示すように、外部装置処理サービスセンター１１０’に、一
つ又は複数のサーバを設けることができ、多くの外部装置を配置し、複数のセントラル処
理ユニット１２０（１２０．１、１２０．２、・・・、１２０．ｍ）にサービスを提供す
る。
【００５７】
　図１０Ｂは、複数の外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンタ
ー１１０’）を備えるシステム１００２を示している。複数の外部装置処理ユニット１１
０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）は、異なる地点、異なる都市、異な
る国家に分布させることが可能であり、一定の距離範囲内にさえあればいい。セントラル
処理ユニット１２０をコントロールして、いかなる一つの外部装置処理ユニット１１０（
または外部装置処理サービスセンター１１０’）に入ることができるとともに、それが提
供する外部装置サービスを受けることができる。
【００５８】
　図１０Ｃは、外部装置処理サービスセンター１１０’中の更なる具体的な構造１００３
を示している。図１０Ｃに示すように、外部装置処理サービスセンター１１０’は、サー
バ／サーバグループ１０１４と、ローカル高速ネットワーク１０１２と、外部通信回路１
０１６を含む。サーバ／サーバグループ１０１４のコントロールで、ローカル高速ネット
ワーク１０１２は、外部装置１、外部装置２、・・・、外部装置ｎと接続し、サーバ／サ
ーバグループ１０１４が管理するとともに、セントラル処理ユニット１２０（１２０．１
、１２０．２、・・・、１２０．ｍ）のために外部装置１、外部装置２、・・・、外部装
置ｎを分配する。サーバ／サーバグループ１０１４のコントロールで、外部装置処理サー
ビスセンター１１０’は無線電話通信サービスプロバイダ、インターネット／クラウド処
理サービスプロバイダ、ＬＡＮ、ＷＩＦＩ等と間接通信が可能であり、それによって、セ
ントラル処理ユニット１２０（１２０．１、１２０．２、・・・、１２０．ｍ）に向けて
無線電話通信、インターネット／クラウド処理、ＬＡＮサービス、ＷＩＦＩサービスを提
供する。このように、セントラル処理ユニット１２０（１２０．１、１２０．２、・・・
、１２０．ｍ）は、その外部通信回路１２５（図１を参照）を省くことができ、それによ
って、セントラル処理ユニット１２０（１２０．１、１２０．２、・・・、１２０．ｍ）
の電気回路を更に簡略化することができる。
【００５９】
　図１１は、本発明のパーソナル通信ワークシステム１００を操作するフロー図１１００
である。
【００６０】
　ステップ１１０３：開始ステップ１１０２からステップ１１０３へ移行した後、あるセ
ントラル処理ユニット１２０が付近の外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理
サービスセンター１１０’）に向けて外部装置使用請求を送信する。一つのセントラル処
理ユニット１２０が一つの例えば図１又は図１０Ａ～Ｃに示す外部装置処理ユニット１１
０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）中の外部装置１３１（１３１．１、
１３１．２、・・・、１３１．ｎ）をしようとする際、該セントラル処理ユニット１２０
はそのセントラル通信回路１２２を介して外部装置処理ユニット１１０に向けて外部装置
使用請求を送信し、外部装置使用請求は、該セントラル処理ユニットＩＤを含む。セント
ラル処理ユニット１２０のＩＤはＩＤ回路（またはメモリ）１０１に存在し、各セントラ
ル処理ユニット１２０は唯一（または単独）のＩＤ（例えばＩＰアドレスや電話番号を使
用する）を具備する。セントラル処理ユニット１２０が外部装置処理ユニット１１０に向
けて外部装置使用請求を送信する前に、セントラルプロセッサ１２１がそのＩＤをセント
ラルＩＤ回路（またはメモリ）１２３から取り出すとともに、セントラル通信回路１２２
へ送信し、外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’
）に向けて外部装置使用請求を送信する。外部装置使用請求には、一つの開始信号と一つ
の終了信号が含まれる。外部装置使用請求には、複数の情報フィールド（請求の性質を含
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む）も含まれており、複数の情報フィールドは、開始信号と終了信号の間に含まれ、外部
装置処理ユニット１１０が開始信号と終了信号の間の情報を切り取るのに便利である。
【００６１】
　ステップ１１０４：外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンタ
ー１１０’）が承認処理を行う。セントラル処理ユニット１２０が、外部装置処理ユニッ
ト１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）の一定の距離の範囲内に位置
する際、外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）
において、その外部装置通信電気回路１０２を介してセントラル処理ユニット１２０によ
る外部装置使用請求（そのＩＤを含む）を受信し、セントラル処理ユニット１２０のＩＤ
と外部装置使用請求がその外部装置プロセッサ１１１へ送信される。該外部装置処理ユニ
ット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）が閉鎖したシステム（即ち
、事前に登記したセントラル処理ユニットにだけサービスを提供する）であるならば、該
外部装置処理ユニット１１０はユーザテーブル２０１（図２Ａを参照）に受信したＩＤが
予め存在するかどうかを検査する。受信したＩＤが見つからない場合は、該外部装置処理
ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）は外部装置使用請求を
拒絶する。ユーザテーブル２０１に受信したＩＤを見つけた場合は、該外部装置処理ユニ
ット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）（使用者に向って暗号情報
を確認した後でも良い）は、外部装置使用請求の予備承認を行う。該外部装置処理ユニッ
ト１１０が開放システム（及び任意の一つのセントラル処理ユニットに対してサービスを
提供する）であるならば、該外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービス
センター１１０’）は、ユーザテーブル２０１を検査せずに外部装置使用請求を予備承認
する。外部装置使用請求の予備承認を行った後、外部装置プロセッサ１１１が外部装置使
用状態テーブル２０２（図２Ｂを参照）及び／又は外部装置グループ使用状態テーブル２
０３（図２Ｃを参照）を調査し、アイドルの外部装置１３１（１３１．１、１３１．２、
・・・、１３１．ｎ）があるかどうか確認する。アイドルの外部装置１３１（１３１．１
、１３１．２、・・・、１３１．ｎ）が無い（即ち、外部装置の使用状態テーブル２０２
の第一列、又は外部装置グループ使用状態テーブル２０３の第一列の有するセルが全てＩ
Ｄで埋まっている、あるいは、所有する外部装置がすべて動作状態にある）場合、外部装
置プロセッサ１１は外部装置使用請求を拒絶する。アイドルの外部装置１３１（１３１．
１、１３１．２、・・・、１３１．ｎ）がある場合、外部装置プロセッサ１１１は外部装
置使用請求を承認する。
【００６２】
　ステップ１１０５：外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンタ
ー１１０’）が承認判断を行う。承認が通った場合、ステップ１００６へ移って、外部装
置請求承認応答を行う。承認が通らなかった場合、ステップ１００７へ移って、セントラ
ル処理ユニット１２０に対して外部装置請求拒絶の応答を行い、その後、ステップ１１２
０へ移って、終了する。
【００６３】
　ステップ１１０６：外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンタ
ー１１０’）が外部装置請求承認応答を送信する。外部装置使用請求が承認された後、外
部装置プロセッサ１１１が外部装置ＩＤ回路（又はメモリ）からその外部装置ＩＤを取り
出し、その外部装置通信電気回路１０２を介して、外部装置使用請求承認応答を送信する
。使用請求承認応答には、一つの開始信号と一つの終了信号が含まれ、また、複数の情報
フィールド（応答の性質を含む）も含まれている。複数の情報フィールドは、開始信号と
終了信号の間に含まれ、セントラル処理ユニット１２０が開始信号と終了信号の間の応答
情報を切り取るのに便利である。請求承認応答は、該外部装置処理ユニット１１０（また
は外部装置処理サービスセンター１１０’）のＩＤと、セントラル処理ユニット１２０の
ＩＤ（該外部装置請求承認応答を受信するよう指示するのに用いられるセントラル処理ユ
ニット１２０）と、使用可能な外部装置のＩＤまたは使用可能な外部装置グループのＩＤ
と、を含む。請求応答が送信される前、外部装置処理ユニット１１０は、図２Ｂで使用可
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能な外部装置または図２Ｃで使用可能な外部装置グループをロック状態に変えることがで
き、それらがその他のセントラル処理ユニット１２０の干渉を受けるのを禁止する。外部
装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）がセントラル
処理ユニット１２０の外部装置使用請求を拒絶した場合は、外部装置処理ユニット１１０
（または外部装置処理サービスセンター１１０’）は同様に、無線通信の方式で、セント
ラル処理ユニット１２０にその外部装置使用請求が拒絶された原因を通知する。
【００６４】
　ステップ１１０８：セントラル処理ユニット１２０が外部装置起動請求を出力する。請
求承認応答を受信した後、セントラル処理ユニット１２０中のセントラルプロセッサ１２
１が請求承認応答のセントラルＩＤが自身のＩＤと一致するかどうかを調査し、一致する
なら、請求承認応答中の内容を切り取る。一致しないなら、請求承認応答中の内容を破棄
する。請求応答のＩＤと自身のＩＤが一致する際、セントラルプロセッサ１２１はそのセ
ントラル操作表示装置１２４上に使用可能な外部装置のＩＤまたは使用可能な外部装置グ
ループのＩＤ、及び使用可能な外部装置の名称を表示する。この時、使用者はセントラル
操作表示装置１２４を介して、使用可能な外部装置または使用可能な外部装置グループを
選択することができる。外部装置グループの選択機能は、セントラル処理ユニット１２０
に外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）へ向け
ての外部装置請求中において、一回請求で一つの外部装置グループが有するすべての装置
を選択することができるようにさせる。このように、外部装置処理ユニット１１０（また
は外部装置処理サービスセンター）は、最適化された使用方式を用いることにより外部装
置を組み合わせることができる。グループ選択の機能が無い場合、複数の１１０（１１０
．１、１１０．２、・・・、１１０．ｎ）が一つの外部装置処理ユニット１１０（または
外部装置処理サービスセンター１１０’）に向って通信する際、あるセントラル処理ユニ
ット１２０が最適化された外部装置の組み合わせを選択するのは非常に難しい。セントラ
ル処理ユニット１２０が外部装置起動請求を送信する前、該外部装置処理ユニット（また
は外部装置サービスセンター）のＩＤをテーブル２０４に書き入れるとともに、相応な一
行に外部装置ＩＤ（または外部装置グループＩＤ）と請求内容（即ち起動請求）を書き入
れる。その後、セントラル処理ユニット１２０がそのセントラル通信電気回路１２２を介
して、外部装置起動請求を送信する。外部装置起動請求は、一つの開始信号と一つの終了
信号が含まれる。外部装置起動請求には、複数の情報フィールド（請求の性質を含む）も
含まれており、複数の情報フィールドは、開始信号と終了信号の間に含まれ、外部装置処
理ユニット１１０が開始信号と終了信号の間の情報を切り取るのに便利である。外部装置
起動請求中には、外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１
１０’）のＩＤと、自身のＩＤ（セントラル処理ユニット１２０のＩＤ）と、選定された
外部装置のＩＤまたは外部装置グループのＩＤと、操作コマンド及び／又はデータが含ま
れる。
ステップ１１１０：外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター
１１０’）において、セントラル処理ユニット１２０からの操作コマンド及び／又はデー
タを実行する。外部装置起動請求を受信した後、外部装置処理ユニット１１０が、外部装
置起動請求中の外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１
０’）のＩＤが自身のＩＤと一致するかどうかを調査し、一致するなら、外部装置起動請
求中の内容を切り取る。一致しないなら、外部装置起動請求中の内容を破棄する。外部装
置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）が外部装置起動
請求の受信を確定した後、その外部装置プロセッサ１１１が、外部装置起動請求中から、
セントラル処理ユニット１２０のＩＤと、選定された外部装置のＩＤまたは外部装置グル
ープのＩＤと、操作コマンド及び／又はデータを切り取る。また、選定された外部装置ま
たは外部装置グループを使用して、操作コマンドに基づいてデータを処理し（または単独
に操作コマンドを実行して）操作処理を行う。操作処理が実行される前、外部装置処理ユ
ニット１１０は、動作状態テーブル２０２または２０３における、セントラル処理ユニッ
ト１２０のＩＤの行に対応する選択中の外部装置または外部装置グループをロック状態か



(26) JP 2017-513410 A 2017.5.25

10

20

30

40

50

ら動作状態に変えるが、選択されない外部装置または外部装置グループをロック状態から
アイドル状態に変わる。
【００６５】
　ステップ１１１２：外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンタ
ー１１０’）が外部装置操作応答を送信する。操作処理結果を得た後、外部装置処理ユニ
ット１１０は、その外部装置通信電気回路１０２を介して、外部装置操作応答を送信する
。外部操作応答には、一つの開始信号と一つの終了信号が含まれる。外部装置操作応答に
は、複数の情報フィールド（請求の性質を含む）も含まれており、複数の情報フィールド
は、開始信号と終了信号の間に含まれ、外部装置処理ユニット１１０が開始信号と終了信
号の間の情報を切り取るのに便利である。外部装置操作応答には、外部装置処理ユニット
１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）の外部装置ＩＤと、セントラル
処理ユニット１２０のＩＤと、外部装置処理結果が含まれる。
【００６６】
　ステップ１１１３：セントラル処理ユニット１２０が、操作結果をさらに継続処理する
必要があるかどうか判断する。外部装置操作応答を受信した後、セントラル処理ユニット
１２０中のセントラルプロセッサ１２１が、外部装置操作応答中のセントラル処理ユニッ
トＩＤが自身のＩＤと一致するかどうかを調査し、一致するなら、外部装置操作応答中の
内容を切り取る。一致しないなら、外部装置操作応答中の情報を破棄する。請求応答中の
セントラル処理ユニットＩＤが自身のＩＤと一致する際、セントラルプロセッサ１２１は
、外部装置の操作結果に更なる処理が必要かどうかを確定する。外部装置処理ユニット（
または外部装置処理サービスセンター）のＩＤに基づき、その使用状態テーブル（又は状
態追跡テーブル）２０４を調査することにより、セントラル処理ユニット１２０中のセン
トラルプロセッサ１２１がどこかの外部装置ユニット１１０（または外部装置処理サービ
スセンター１１０’）の操作結果を受信したかを確定することができ、該操作結果はどの
具体的な外部装置請求と対応する。外部装置処理ユニット（または外部装置処理サービス
センター）のＩＤがあれば、セントラル処理ユニット１２０はすべて同時に複数の外部装
置ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）と通信と接続ができ
る。外部装置ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）が送信し
た操作結果にさらなる継続処理が必要で無い場合は、ステップ１１１５へ移り、操作結果
のさらなる継続処理が必要な場合は、ステップ１１１４へ移る。
【００６７】
　ステップ１１１４：セントラル処理ユニット１２０が操作結果を継続処理する。例えば
、操作結果が外部ノードに入る（例えばＩｎｔｅｒｎｅｔに入れる）必要があれば、セン
トラルプロセッサ１２１が、その外部通回路１２５を介してＩｎｔｅｒｎｅｔに入る処理
を行う。
【００６８】
　ステップ１１１５：セントラル処理ユニット１２０が、外部装置処理ユニット１１０（
または外部装置処理サービスセンター１１０’）ＩＤを具備する外部装置処理ユニット１
１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）の外部装置１３１（１３１．１、
１３１．２、・・・、１３１．ｎ）を継続使用する必要があるかどうか、確定する。該外
部装置処理ユニット１１０中の外部装置１３１（１３１．１、１３１．２、・・・、１３
１．ｎ）を継続使用する必要があれば、ステップ１１０８へ移り、新たな外部装置起動請
求を送信する。該外部装置処理ユニット１１０中の外部装置１３１（１３１．１、１３１
．２、・・・、１３１．ｎ）を継続使用する必要が無いなら１１１６へ移る。
【００６９】
　ステップ１１１６：セントラル処理ユニット１２０が、外部装置使用終了請求を送信す
る。一つのセントラル処理ユニット１２０が、一つの例えば図１又は図１０Ａ～Ｂに示す
外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）中の外部
装置１３１（１３１．１、１３１．２、・・・、１３１．ｎ）の使用を終了しようとする
際、該セントラル処理ユニット１２０は、そのセントラル通信電気回路１２２を介して、
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外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）へ向けて
外部装置使用終了請求を送信する。外部装置使用終了請求には、外部装置ユニット（また
は外部装置処理サービスセンター）のＩＤと自身のＩＤ（即ちセントラル処理ユニットＩ
Ｄ）が含まれる。外部装置使用終了請求には、一つの開始信号と一つの終了信号が含まれ
る。外部装置使用終了請求には、複数の情報フィールド（請求の性質を含む）も含まれて
おり、複数の情報フィールドは、開始信号と終了信号の間に含まれ、外部装置処理ユニッ
ト１１０が開始信号と終了信号の間の情報を切り取るのに便利である。外部装置使用終了
請求が送信される前、セントラル処理ユニット１２０は、相応の外部装置ユニット１１０
（または外部装置処理サービスセンター１１０’）のＩＤをテーブル２０４から排除し、
もはや使用する必要が無い外部装置処ニット１１０（または外部装置処理サービスセンタ
ー１１０’）を表示する。以降で該外部装置ユニット１１０（または外部装置処理サービ
スセンター１１０’）から送信されてきた応答を受信する場合、テーブル２０４から該外
部装置ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）のＩＤを見つけ
ることができないので、該セントラル処理ユニット１２０は、該応答に対して何の処理も
行わない。
【００７０】
　ステップ１１１８：外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンタ
ー１１０’）が、セントラル処理ユニット１２０との通信接続を切断する。セントラル処
理ユニット１２０が送信した外部装置使用終了請求を受信した後、外部装置処理ユニット
１１０中の外部装置プロセッサ１１１で外部装置使用終了請求の外部装置ユニット（また
は外部装置処理サービスセンター）のＩＤが自身のＩＤと一致するかどうかを調査する。
一致するなら、外部装置使用終了請求中の内容を切り取る。一致しないなら、外部装置使
用終了請求中の内容を破棄する。外部装置使用終了請求の受信を確定した後、外部装置処
理ユニット１１０が、セントラル処理ユニット１２０のＩＤと外部装置使用終了請求を外
部装置プロセッサ１１１へ送信する。外部装置プロセッサ１１１は、セントラル処理ユニ
ット１２０のＩＤを外部装置使用状態テーブル２０２（図２Ｂを参照）及び／又は外部装
置グループ使用状態テーブル２０３（図２Ｃを参照）の相応な行から排除するとともに、
相応な外部装置使用状態テーブル２０２（図２Ｂを参照）及び／又は外部装置グループ使
用状態テーブル２０３（図２Ｃを参照）の相応な行の状態を、動作状態からアイドル状態
に変え、相応な行の外部装置及び／又は外部装置グループを解放し、その他のセントラル
処理ユニットがこれらの解放された外部装置及び／又は外部装置グループを使用できるよ
うにする。外部装置プロセッサ１１１はその後、終了ステップ１１２０へ移る。ステップ
１１２０：操作フローを終了する。
【００７１】
　セントラル処理ユニット１２０のＩＤが、外部装置使用状態テーブル２０２（図２Ｂを
参照）及び／又は外部装置グループ使用状態テーブル２０３（図２Ｃを参照）から排除さ
れた後、セントラル処理ユニット１２０が再び外部装置処理ユニット１１０へ向けて外部
装置使用請求を送信する場合、外部装置プロセッサ１１１は、外部装置使用状態テーブル
２０２（図２Ｂを参照）及び／又は外部装置グループ使用状態テーブル２０３（図２Ｃを
参照）にセントラル処理ユニット１２０のＩＤをもはや探すことができない。よって、外
部装置処理ユニット１１０は拒絶応答を送信し、セントラル処理ユニット１２０に外部装
置使用請求を再び要求して、外部装置処理ユニット１１０がステップ１１０５に記載の承
認処理から新たに行うようにする。
【００７２】
　外部装置処理ユニット１１０との通信接続を保持するため、セントラル処理ユニット１
２０は、そのセントラル通信電気回路１２２を介して、外部装置処理ユニット１１０（ま
たは外部装置処理サービスセンター１１０’）へ向けて通信保持請求を定期的に送信する
。通信保持請求には、一つの開始信号と一つの終了信号が含まれ、保持請求には複数の情
報フィールド（請求の性質と、外部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービ
スセンター１１０’）のＩＤと、セントラル処理ユニット１２０のＩＤと、を含む）が含
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まれており、複数の情報フィールドは、開始信号と終了信号の間に含まれ、外部装置処理
ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）が開始信号と終了信号
の間の情報を切り取るのに便利である。通信が保持された状態下で、セントラル処理ユニ
ット１２０は外部装置処理ユニット１１０との通信状態を保持し、次回の相互通信の際に
、承認操作を経る必要が無い。
【００７３】
　よって、あるセントラル処理ユニット１２０へ外部装置使用請求承認を与えた後、外部
装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）は、セントラ
ル処理ユニット１２０から送信されてくる通信保持請求を定期的に問い合わせて受信する
。既定の期間内に該セントラル処理ユニット１２０から通信保持請求を受信した場合、外
部装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）はセントラ
ル処理ユニット１２０との通信チャネルを継続保持する。既定の期間内に該セントラル処
理ユニット１２０からの通信保持請求が無かった場合（セントラル処理ユニット１２０が
離れた、シャットダウンされた、あるいは人為的に通信が切られた、かもしれない）外部
装置処理ユニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）はセントラル
処理ユニット１２０との通信チャネルを切るとともに、図２Ａ又は図２Ｂのテーブルの相
応な行の状態を更新し、外部装置処理ユニット１１０が使用する外部装置または外部装置
グループをアイドル状態に設置して、その他のセントラル処理ユニットが開放された外部
装置または外部装置グループを使用できるようにする。以降でセントラル処理ユニット１
２０が外部装置処理ユニット１１０の外部装置を再び使用しようとする場合は、承認ステ
ップから新たに開始する必要がある。
【００７４】
　図１０Ａでは、複数のセントラル処理ユニット１２０（１２０．１、１２０．２、・・
・、１２０．ｍ）と一つの外部装置処理サービスセンター１１０’（又は）外部装置処理
ユニット１１０とが一つのワークシステム１００１を形成している。図１０Ａに示すワー
クシステム１００１において、起動した後、各セントラル処理ユニット１２０（１２０．
１、１２０．２、・・・、１２０．ｍ）は、外部装置通信電気回路を介して外部装置処理
サービスセンター１１０’（又は外部装置処理ユニット１１０）へ向けて始終自動で外部
装置使用請求（そのＩＤを含む）を送信する。セントラル処理ユニット１２０（１２０．
１、１２０．２、・・・、１２０．ｍ）の外部装置使用請求を受信しさえすれば、前記外
部装置処理サービスセンター１１０’（または外部装置処理ユニット１１０）は初期処理
プログラムに自動的に入り、その一つのディスプレイ上に該セントラル処理ユニット１２
０のＩＤ、該セントラル処理ユニット１２０の該外部装置処理ユニット１１０での使用権
限、及び該外部装置処理サービスセンター１１０’（または外部装置処理ユニット１１０
）の外部装置状況を表示する。たくさんのセントラル処理ユニット１２０（１２０．１、
１２０．２、・・・、１２０．ｍ）と向き合うと共にたくさんの外部装置を備えるので、
図１０Ａの外部装置処理サービスセンター１１０’は、一台又は複数台の外部装置処理サ
ーバ（又は外部装置処理サーバグループ）を設けても良く、外部装置処理サービスセンタ
ーは、高速ローカルネットワークを用いてその沢山の外部装置と接続して（図１０Ｃを参
照）、複数のセントラル処理ユニット１２０（１２０．１、１２０．２、・・・、１２０
．ｍ）と沢山の外部装置との間の通信を管理することができる。図１０Ａに示すワークシ
ステム１００１は特に、公共の場所、例えば飛行場、駅、ホテル、レストラン、港湾など
に適している。
【００７５】
　図１０Ｂにおいて、一つのセントラル処理ユニット１２０と複数の外部装置処理ユニッ
トまたは外部装置処理サービスセンター１１０（１１０．１、１１０．２、・・・、１１
０．ｎ）とが一つのワークシステム１００２を形成している。各外部装置処理ユニット１
１０は異なる地点に配置可能であり、該セントラル処理ユニット１２０は、各地点でもそ
の地点の外部装置処理ユニット１１０を使用することができる。図１０Ｂに示すワークシ
ステム１００１において、各セントラル処理ユニット１２０（１２０．１、１２０．２、
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・・・、１２０．ｍ）が起動した後、セントラル処理ユニット１２０（１２０．１、１２
０．２、・・・、１２０．ｍ）は、外部装置通信電気回路を介して外へ向けて始終自動で
外部装置使用請求（そのＩＤを含む）を送信する。同時に、データ収集器１４２が使用者
の身体上の暗号情報を収集し、外部装置使用請求と一緒に外部装置処理ユニットまたは外
部装置処理サービスセンター１１０へ送信する。セントラル処理ユニット１２０（１２０
．１、１２０．２、・・・、１２０．ｍ）の外部装置使用請求を受信しさえすれば、外部
装置処理ユニットまたは外部装置処理サービスセンターは初期処理プログラムに自動的に
入るとともに、使用者の暗号情報を検査し、暗号情報を検査した後で、その一つのディス
プレイ上に該セントラル処理ユニット１２０のＩＤ、該セントラル処理ユニット１２０の
該外部装置処理ユニット１１０での使用権限、及び該外部装置処理ユニット１１０の外部
装置状況を表示する。
【００７６】
　図１１に示すプログラムは、図１に示すメモリ１０６または１２６に記憶可能であると
ともに、外部装置処理ユニット１１０またはセントラル処理ユニット１２０によって実行
される。図１１に示すプログラムは、図２５～２６に示すメモリ２５０４、２５０６、２
６０４、２６０６に記憶することも可能である。
【００７７】
　本発明のワークシステムにとって、新たな外部装置または外部ネットワークノードが世
に出た場合、現在のセントラル処理ユニット１２０はハードウェアを変える必要がなく、
セントラル管理操作システムとプログラムにおいて、新たに世に出た外部装置に相応のパ
ラメータ及び／又はコマンドを簡単に設置すればそれで良い。当然、外部装置処理ユニッ
ト１１０における外部装置管理操作システムとプログラムと外部装置インターフェース回
路でも、相応の更新が必要である。
【００７８】
　図１２は、本発明の市場でよく見られる電子装置の外部装置の雷同部分を分析したもの
である。なお、図２７は図１２の部分拡大図である。図１２と図２７の分析に基づき、本
発明のセントラル処理ユニット１２０は、使用過程で外部装置１３１（１３１．１、１３
１．２、・・・、１３１．ｎ）を、有効的、活動的に組み合わせることができる。
【００７９】
　図１３は、通信ワークシステム１３００を示している。図１３に示すように、パーソナ
ルコントロールセントラルセントラルと外部装置のシステムは、パーソナルコントロール
セントラルセントラル１３１０によって、無線通信を介して音声タイプ外部装置１３１２
、表示タイプ外部装置１３１４、画像表示タイプ外部装置１３１６、その他の外部装置ま
たは外部装置グループ１３１８、一つ又は複数の外部装置と形成された、一項または複数
項のタスクを完成できる一つのワークシステム１３００である。図１３に示すワークシス
テムは、内部ネットワーク１３２０と外部ネットワーク１３２２を含む。内部ネットワー
クを用いて、音声タイプ外部装置１３１２、表示タイプ外部装置１３１４、画像表示タイ
プ外部装置１３１６、その他の外部装置または外部装置グループ１３１８と、無線通信を
行う。外部ネットワーク１３２２を用いて、無線電話通信ネットワーク１３２４、インタ
ーネット／クラウド処理ネットワーク１３２６、ＬＡＮ１３２２と、無線通信を行う。
【００８０】
　図１４は、通信ワークシステム１４００を示している。図１４に示すように、一つのパ
ーソナルコントロールセントラルセントラル１４０２も、外部ネットワーク１４０４を介
して、インターネットまたはＬＡＮ、複数のパーソナルコントロールセントラル１４０２
、１４０６、１４０８、１４１０、１４１２とつながることができ、ソーシャル・ネット
ワーキング・サイトまたはビジネスグループネットワークに参加し、人が集団活動に参加
することに相当する。
【００８１】
　図１５は、通信ワークシステム１５００を示している。図１５に示すように、内部ネッ
トワーク１３２０と外部ネットワーク１３２２は別々に独立して動作可能である。図１５
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に示すワークシステムにおいて、外部ネットワーク１３２２を取り除いた後、該ワークシ
ステムは独立して動作可能である。
【００８２】
　図１６は、通信ワークシステム１６００を示している。図１６に示すように、通信ワー
クシステム１６００が備える各種外部装置は全て、ある特定の機能または用途を具備する
ハードウェア装置であるべきである。それは、人体生物データ収集ＥＣＧ応用外部装置、
ＧＰＳ収集応用外部装置、フラッシュメモリ／光ディスク／メディアデータ応用外部装置
、支払応用外部装置、イヤホン／スピーカ／音声出力応用外部装置、マイクロホン／音声
収集応用外部装置、ゲームコントロール／マウス／キーボード応用外部装置、ペンタブレ
ット応用外部装置、スクリーン／眼鏡／ディスプレイ／プロジェクタ／テレビ応用外部装
置、スキャナ／カメラ／撮影レンズ／ビデオ収集応用外部装置、透視／超音波／応用外部
装置、バーコードスキャナ応用外部装置、無線信号収集応用外部装置、等を含む。
【００８３】
　図１７は、通信ワークシステム１７００を示している。図１７に示すように、パーソナ
ルコントロールセントラル１７２０が外部装置（ディスプレイ外部装置１７２２、マウス
外部装置１７２４、キーボード外部装置１７２６）のペアリングコールを受信し、パーソ
ナルコントロールセントラル１７２０が外部装置のペアリングコールに応答した後、主客
が検証情報を交換し、検証によってペアリングが実現し、パーソナルコントロールセント
ラルは該ペアリングが成功した外部装置の情報を記憶でき、該外部装置がパーソナルコン
トロールセントラルの応答範囲に再び入る際、一度パーソナルコントロールセントラルを
コールしたら直ぐに、自動検証、自動ペアリング、自動通信のコネクト状態に入る。
【００８４】
　図１７に示すように、初期化設置は、パーソナルコントロールセントラルに有線接続さ
れているか又は固定化されているコントロールキーを使用することによって起動可能であ
り、パーソナルコントロールセントラルが出荷される前に、操作システム、通信システム
、すべての外部装置の駆動システムが既にプリインストールされており（ステップ＃１）
、パーソナルコントロールセントラルが通電後にシステムは自動でペアリング請求を発信
した表示外部装置と入力外部装置を探し（ステップ＃２）、また、外部装置デフォルトの
出荷パスワードで捜索範囲内に見つけたペアリング請求を発信した外部装置とペアリング
を実現すると共に通信を構築する（ステップ＃３）。パーソナルコントロールセントラル
と表示外部装置とキーボードやマウスなどの外部装置とがペアリングコネクトした後、一
つのコンピュータシステムを構成し、ユーザは如何なる個性化された操作とペアリングパ
スワードの設定修正を完成する操作ができる。
【００８５】
　図１８は、通信ワークシステム１８００を示している。通信記録の構築を例にして以下
の様に説明する。操作者は先ず、一つのディスプレイ‐外部装置(1)を選択して一つのパ
ーソナルコントロールセントラルとペアリングさせる必要があり、ペアリング後のディス
プレイ上にパーソナルコントロールセントラルのメインテーブルインターフェースを表示
できる。次に、マウス‐外部装置(2)を選択してセントラルとペアリングさせた後パーソ
ナルコントロールセントラルの内の通信記録を選択する。一つのキーボード‐外部装置(3
)を選択してパーソナルコントロールセントラルとペアリングさせた後、キーボードで通
信記録資料を入力する。或いは、一つのスキャナ‐外部装置(4)を選択してセントラルと
ペアリングさせて資料をスキャン入力する。最後に、パーソナルコントロールセントラル
が資料を記憶保存する。パーソナルコントロールセントラルは外部ネットワークと通わな
い環境では孤立して使用される。当然、パーソナルコントロールセントラルも外部ネット
ワークと結びつきを構築して、外部ネットワークのサポートの環境で使用し、さらに通信
記録をクラウド処理へ送信して保存することも可能であり、ひいては人と共有することも
可能である。
【００８６】
　図１９は通信ワークシステム１９００を示しており、これは、パーソナルコントロール
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セントラルと複数の外部装置とが電話を掛ける操作を完成するのに用いられる。図１９に
おいて、若干数の単一機能の外部装置は、一つの機能が連続するか又は機能が関係する外
部装置の組み合わせ体である「外部装置グループ」を組成可能である。例えば、キーボー
ド、マウス、イヤホン、マイクロホン、ディスプレイ等の外部装置を一体にして、外部装
置操作（破線の四角の中の部材）がタッチパネルキーボードとイヤホンと受話器を具備す
る電話外部装置グループとする。図１９はワークシステム形成前でパーソナルコントロー
ルセントラルと外部装置は単独でタスクを完成させることができず、ペアリングコネクト
でワークシステムが完成することが必須で、その後、ようやく共同で該タスクを完成させ
ることができると説明している。図１９には、若干数の単一機能の外部装置が、一つの機
能が連続するか又は機能が関係する外部装置の組み合わせ体である「外部装置グループ」
を組成する実施例を示している。キーボード、マウス、イヤホン、マイクロホン、ディス
プレイ等を組み合わせて一体にして、外部装置操作（実施例中の破線の四角の中の部材）
がタッチパネルキーボードと受話器とマイクロホンを具備する電話外部装置グループとす
る。
【００８７】
　図２０は、通信ワークシステム２０００を示している。図２０に示すように、同様に若
干数の外部装置または外部装置グループも、一つのバッテリ又は再生可能エネルギを共用
でき、タッチパネル＋ソフトウェアキーボード＋ゲームコントローラ＋バッテリでゲーム
外部装置グループを組成しており、外部装置グループの体積はさらに集積され、簡素化さ
れている。「パーソナルコントロールセントラル」で機能共有外部装置を共用する構造と
しているので、簡単、重量軽減、コスト低減、消費電力減少、輻射減少、となり、汎用性
が高く適用性が広いというメリットを更に実現する。よって、外部装置は小型バッテリ又
は再生エネルギを配置するだけで、さらに長時間の動作が可能となる。同様に、若干数の
外部装置または外部装置も一つのバッテリを共用可能できて、タッチパネル＋ソフトウェ
アキーボード＋ゲームコントローラ＋バッテリでゲーム外部装置グループを組成すること
ができ、外部装置の体積をさらに簡素化できる。
【００８８】
　図２１は、一つと多くとが同時につながった通信ワークシステム２１００を示している
。図２１に示すように、一つのパーソナルコントロールセントラルは、単独のチャネル又
は多種のチャネルを介して、同時に複数の外部装置とペアリング通信が可能である。以下
、一つの教室内での応用について説明する。
【００８９】
　１．講演授業システム：講演者は、ＣＰＵ、操作システム、外部装置駆動システム、デ
ータ処理、図形処理、データメモリ（メモリ、ハードディスク）、通信機構を備えるその
パーソナルコントロールセントラルを、講演ホール内の講演者外部装置グループと、コー
ルと検証ペアリング＠１をして、講演者は、ディスプレイ外部装置中に講演者のパーソナ
ルコントロールセントラルのデスクトップを表示し、講演者は、タッチパネル又はマウス
外部装置を操作してパーソナルコントロールセントラルのデスクトップで講演のファイル
を選択する。
【００９０】
　２．入場する聴衆は各人の全員が一つのディスプレイ外部装置を有しており、入場後に
ペアリング請求を送信し、弱周波数信号が講演ホールの弱周波数信号のリレー・トランス
ミッターによって講演者パーソナルコントロールセントラルへ伝達し、該セントラルが、
聴衆のディスプレイ外部装置＠２、聴衆＃１の身分を受信して識別し、受信信号を送信し
てペアリングを完成してデータリンクを構築し、同様に繰り返し操作して＠３と聴衆＃２
をペアリングして、＠４と聴衆＃ｎをペアリングする。
【００９１】
　３．講演者は、ディスプレイ外部装置がない聴衆に一つの公共大スクリーンを準備し、
そのパーソナルコントロールセントラルと＠５でペアリングする。
【００９２】
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　４．講堂で授業をしている教師は、本学期の学生ディスプレイを、パーソナルコントロ
ールセントラルにペアリング記録されて出席評価の記録としていることが可能である。
【００９３】
　講演が開始されると、講演者は表示外部装置を介してパーソナルコントロールセントラ
ルの講演ファイルを操作して制御し、該パーソナルコントロールセントラルは表示内容の
画像信号を弱周波数により送信し、弱周波数信号はトランスミッターによってリレーし、
現場のペアリング検証されたディスプレイ外部装置に送信される。講演者はまた、パーソ
ナルコントロールセントラルを介して講演内容を外部ネットワーク（学校内ＬＡＮ）に送
信することもでき、聴衆は、各個人の自己のパーソナルコントロールセントラルを介して
強周波数帯信号を受信可能であり、周囲のパーソナルコントロールセントラルとペアリン
グ接続しているその他の表示外部装置へ送り、外部ネットワークの伝達デュプレクシング
を利用して、表示内容ビデオ信号のリレー伝達の作用を実現する。
【００９４】
　図２２は、一つと多くとが同時につながった通信システム２２００を示している。図２
２に示すように、一つがそれぞれ多くの単一の機能を配して多種の外部装置を配しており
、多機能・多くの外部装置を配する実施例であり、一つのパーソナルコントロールセント
ラルから、異なる外部装置、異なる接続方式を利用することができ同一の電話番号でデモ
ンストレーションしている。
【００９５】
　１．先ず、ユーザは通話サービスを提供している電話会社を選択する必要があり、パー
ソナルコントロールセントラルと接続し、又は電話番号と通話料＠１を購入する。
【００９６】
　２．電話外部装置グループは、スクリーン＋マウス＋イヤホン＋マイクロホン＋バッテ
リ＋ペアリング検証等の外部装置を結合させて構成されている。それらは、各種の組み合
わせ形式が可能であり、「時計外部装置」、「携帯電話外部装置」、「事務机式外部装置
」、「車載外部装置」、「リビングルームテレビ」、「ベッドルームプロジェクション」
等の各種外部装置、甚だしきに至っては公用の電話ボックスの「電話」でも、ただ一セッ
トの電話外部装置グループにすぎない。所有する電話は全てパーソナル内コントロールセ
ンターの同一電話番号によって電話を掛けることができ、使用者はたくさんの型の電話機
を携帯する必要が無く、最寄りの何らかの一つの電話外部装置を選び取るか掴めば、簡単
なマッチングコネクトの後、自身の電話番号帳又は通話記録から通話対象を選び取ること
ができ、最も便利な自身の方式で通話を開始することができる。
【００９７】
　図２３は、通信ワークシステム２３００を示している。図２３に示すように、一つの応
用中で、一つの素早く、安全性と信頼性のグレードが高い外部装置ペアリングと認証識別
の組み合わせを構築する。先ず、一つの人体生物データ収集外部装置をオーナーのパーソ
ナルコントロールセントラルとペアリングして、オーナーの生物データ、例えば、心拍数
、血中酸素量、心電図ＥＣＧ、オーナーの指紋などの生物情報を収集し、分析を経てオー
ナーの生物指紋を記録して形成する。操作者（オーナー）が、一つの人体生物データ収集
ＥＣＧ外部装置を内蔵したその他の外部装置を手に持つ／接触する際、操作者の人体生物
データは収集されると共にパーソナルコントロールセントラルへ転送して、パーソナルコ
ントロールセントラルが検出データを分析して記憶されている生物指紋と比較して、甚だ
しきに至っては実時間データとの比較が可能であり、一致を確認した後、パーソナルコン
トロールセントラルが該外部装置の加入請求を自動で受け入れることができる。このハー
ドウェアセットは、一セット（外部装置＋人体生物データ収集外部装置＋バッテリ）の自
動ペアリング・安全な外部装置グループを組成することが可能である。この機能は、オン
ライン支払や安全なサインアップ等の分野に用いることができる。パーソナルコントロー
ルセントラル使用者が一つの外部装置を取れば直ぐに使用可能になることを実現し、ひい
ては、今しがた停止したところから継続開始して小説の読み終える又はプログラムの見終
わりを継続することが可能である。さらに高いレベルで情報を秘密にする必要性のために
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、通常、さらに正確なサインアップのためにユーザの真実性が求められ、金融、セキュリ
ティ、国防分野に用いられ、三陰交の人体データ量はその他の部位のデータ量より多く、
正確で、位置が更に秘密で、収集外部装置を装着することがさらに便利であるので、この
時、パーソナルコントロールセントラルの、緻密にマッチングした人体情報収集外部装置
により、使用者の足首の部位の三陰交のつぼの心電図情報を収集する。使用者がマッチン
グする必要がある機能外部装置に手でタッチする際、該機能外部装置は、使用者と接触す
る筋肉と皮膚により、使用者の人体情報を収集し、パーソナルコントロールセントラルが
収集したリアルタイムデータと比較し、それによって、タッチした者とパーソナルコント
ロールセントラル携帯者が同一人物かどうか断固たる精確な判断をし、それによってさら
に高レベルの識別認証を実現する。
【００９８】
　図２４は、通信ワークシステム２４００を示しており、更にパーソナル化が進み更に指
向性がある広告システムを形成している。例えば、広告業者がパーソナルコントロールセ
ントラルの使用者と情報共有プロトコルを策定することができ、道端の広告看板又は車両
広告看板などの外部装置が広告看板の住所を含むペアリングの請求＃１を断続的に発信し
、策定した情報共有プロトコルのパーソナルコントロールセントラルが広告看板のペアリ
ングコールの応答＃２信号を受信した後、弱周波数帯で自動送信されるか或いはインター
ネットを介して発信された＃３により、情報共有プロトコルで規定する関係の情報を広告
看板内に設けられたシステムに与え、分析と演算を行って、同調するターゲットポピュレ
ーションの指向性がさらに強い広告を選び出すか、あるいは、ＧＰＳ信号を組み合わせて
ターゲットポピュレーションの運行線路方向＃４を判断して、沿道に連続再生＃５するこ
とができる。
【００９９】
　図２５は、図１と図３～９に示す外部装置処理ユニット１１０中の外部装置プロセッサ
１１１又は図１０Ｃ中（又は外部装置処理サービスセンター１１０’）に示すサーバ（例
えば１０１４）の模範的な構成である。図２５に示すように、外部装置プロセッサ１１１
（又は図１０Ｃ中のサーバ１０１４）は、一つの処理部材２５０２、一つの内部メモリ２
５０４、一つの外部メモリ（ハードディスク）２５０６、一つの磁気ディスクドライブイ
ンターフェース２５０８、一つのディスプレイ２５１０（又は１２４）、一つの表示イン
ターフェース２５１２、外部装置通信電気回路２５１７（又は１０２）、外部装置インタ
ーフェース回路２５１６（１０４）、外部通信回路２５１９（１２５）、一つの入力／出
力インターフェース２５１８、一つのマウス２５２０、一つのキーボード２５２２、一組
のシステムバス２５１４、を含む。
【０１００】
　外部メモリ（ハードディスク）２５０６と磁気ディスクドライブインターフェース２５
０８とが連結しており、ディスプレイ２５１０と表示インターフェース２５１２とが連結
しており、マウス２５２０およびキーボード２５２２と入力／出力インターフェース２５
１８とが接続している。処理部材２５０２、内部メモリ２５０４、磁気ディスクドライブ
インターフェース２５０８、表示インターフェース２５１２、外部通信電気回路２５１７
（又は１０２）、外部装置インターフェース回路２５１６、入力／出力インターフェース
２５１８と、システムバス２５１４とが連結している。内部メモリ２５０４と外部メモリ
２５０６は、プログラム、コマンド、データを記憶できる。一般的に、内部メモリ２５０
４はアクセスが更に速く、外部メモリ２５０６は記憶容量がより大きい。ディスプレイ２
５１０は、実行中のプログラムと使用者の間に一つの可視インターフェースを提供可能で
ある。外部装置通信電気回路２５１７（又は１０２）は、セントラル処理ユニット１２０
と通信するのに用いられ、外部装置インターフェース回路２５１６（１０４）は応用外部
装置１３１（１３１．１、１３１．２、・・・、１３１．ｎ）と通信するのに用いられ、
外部通信回路２５１９（１２５）は外部ネットワークノードと通信するのに用いられる。
処理部材２５０２は。内部メモリ２５０４と外部メモリ２５０６中のプログラムとコマン
ドとデータを読み取ることができるとともに、これらのプログラムとコマンドを実行する
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ことにより、該サーバの動作をコントロールできる。
【０１０１】
　図２６は、図１と図３～９に示すセントラル処理ユニット１２０のセントラルプロセッ
サ１２１の模範的な構成である。図２６に示すように、セントラルプロセッサ１２１は、
一つの処理部材２６０２と、一つの内部メモリ２６０４と、一つのフラッシュメモリ（Ｆ
ｌａｓｈ　Ｍｅｍｏｒｙ）２６０６と、一つのディスプレイ２６１０と、一つの表示イン
ターフェース２６１２と、外部通信電気回路２６１６（又は１２５）と、セントラル通信
電気回路２６１７（１２２）と、一組のシステムバス２６１４と、を含む。
【０１０２】
　ディスプレイ２６１０と表示インターフェース２６１２とが連結している。処理部材２
６０２、内部メモリ２６０４、フラッシュメモリ（Ｆｌａｓｈ　Ｍｅｍｏｒｙ）２６０６
、表示インターフェース２６１２、外部通信電気回路２６１６（又は１２５）、セントラ
ル通信電気回路２６１７（１２２）と、システムバス２６１４とが連結している。内部メ
モリ２６０４とフラッシュメモリ（Ｆｌａｓｈ　Ｍｅｍｏｒｙ）２６０６は、プログラム
、コマンド、データを記憶できる。一般的に、内部メモリ２６０４はアクセスが更に速く
、フラッシュメモリ（Ｆｌａｓｈ　Ｍｅｍｏｒｙ）２６０６は記憶容量がより大きい。デ
ィスプレイ２６１０は、実行中のプログラムと使用者の間に一つの可視インターフェース
を提供可能である。セントラル通信電気回路２６１７（又は１２２）は、外部装置処理ユ
ニット１１０（または外部装置処理サービスセンター１１０’）と通信するのに用いられ
、外部通信電気回路２６１６（又は１２５）は外部ネットワークノードと通信するのに用
いられる。処理部材２６０２は、内部メモリ２６０４とフラッシュメモリ（Ｆｌａｓｈ　
Ｍｅｍｏｒｙ）２６０６中のプログラムとコマンドとデータを読み取ることができるとと
もに、これらのプログラムとコマンドを実行することにより、該サーバの動作をコントロ
ールできる。
【０１０３】
　図１１に示すプログラム（またはプロセス）は、内部メモリ２５０４又は外部メモリ（
ハードディスク）２５０６内に記憶可能であるとともに、処理部材２５０２によって実行
される。図１１に示すプログラム（またはプロセス）は、内部メモリ２６０４又はフラッ
シュメモリ（Ｆｌａｓｈ　Ｍｅｍｏｒｙ）２６０６に記憶することも可能であるとともに
、処理部材２６０２によって実行される。図１１に示すプログラム（またはプロセス）は
、何度も平行して（または同時に）実行でき（即ち複数のユーザが実行できる）、複数の
セントラル処理ユニット１２０（１２０．１、１２０．２、・・・、１２０．ｍ）の呼び
出し（または複数のユーザの呼び出し）に応答する。
【０１０４】
　説明すべきは、本発明の原則によれば、図１３～２４のパーソナルコントロールセント
ラルも、図１と図１０Ａに示す外部装置処理ユニット１１０または外部装置サービスセン
ター１１０’を介して外部装置と通信可能である、ということである。
【０１０５】
　図１の外部装置通信電気回路１０２、外部装置インターフェース回路１０４、セントラ
ル通信電気回路１２２、外部通信回路１２５、外部通信回路１０１６（１２５）は既存の
回路であってもよく、特に、各種外部装置のインターフェース回路は既存の設計の回路で
あってもよく、また、各タイプの外部ネットワークノードとの通信回路も既存の設計の回
路であってもよい。よって、これらの電気回路又は回路については詳細に記載しない。
【０１０６】
　以下、本発明のワークシステムの各機能ユニットの主要な機能と特徴についてさらに記
載する。
【０１０７】
　１．セントラル処理ユニット
　本発明の通信ワークシステムのセントラル処理ユニットは、本システム内における主要
なものであるか、あるいは全てのコンピューティング思考能力である。例えば、セントラ
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ル処理ユニットは、一つ又は複数の以下のような主な機能モジュールと特徴を備えること
ができる。
【０１０８】
　・機能と機能モジュール：セントラルプロセッサ、操作システム、所有する外部装置の
駆動システム、データ処理、図形処理、データメモリ（メモリ、ハードディスク）、通信
ターミナル、ネットワークカード電話カード、ルーター、無線電受信発信装置、冷却装置
があり、初期化設置の完成に用いられる有線接続を介している機構のほか、例えば、スイ
ッチ、コントロールキー、またはディスプレイなど、その他のハードウェアまたは外部装
置を固定する必要がない。セントラル処理ユニットの外観は、機能制御モジュールのブラ
ックボックス或いは若干数の機能制御モジュールの組み合わせ体であっても良い。
【０１０９】
　・セントラル処理ユニットは、強周波数帯と弱周波数帯の二種類または二種類以上の無
線通信モードを備えている。また、有線方式又は中強度周波数帯（３０ｍ）の室内ＬＡＮ
の無線信号を介して、内部ネットワークと外部ネットワークとの共用の通信モードとして
も良い。
【０１１０】
　・弱周波数帯の無線接続方式は、限られた範囲、例えば５ｍ以下の範囲内に対するもの
であり、外部装置に対して識別、排他、検証、ペアリング、駆動、コントロール、データ
転送を行う無線通信方式であり、例えば、ブルートゥース、ＲＦ、赤外線通信（ＩＲＤＡ
）、ＨｏｍｅＲＦ　ＩＥＥＥ８０２．１５．４プロトコル等の方式である。
【０１１１】
　・強周波数帯の無線方式は、広範囲に対するものであり、その他の無線通信システム又
は無線通信サービスプロバイダ、例えばセルラーネットワーク（Ｃｅｌｌｕｌａｒ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋ）、３Ｇ、４Ｇ、又はｎＧの携帯電話カード、無限インターネット接続カード
、無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）、ＷＩ－ＦＩルーター、衛星信号、レーザー通信、量子通信な
どの通信プロトコルと方式が、外部ネットワークとデータ交換する。
【０１１２】
　・セントラル処理ユニットには、使用者と「クラウド」処理の間の、緩衝記憶装置、暗
号化装置、デコード装置がある。幾つかのパーソナルな領域の情報又は守秘情報は、セン
トラル処理ユニット内に記憶して、必ずしも外部に拡散したり伝達したりする必要は無い
。
【０１１３】
　・セントラル処理ユニットは、一つ又は複数の外部装置または外部装置グループと同時
にペアリング通信できるが、各外部装置または外部装置グループは、同じ時間に一つのセ
ントラル処理ユニットとだけ通信できる。
【０１１４】
　・有線接続及び／又は無線接続を介して、セントラル処理ユニットが、外部装置のペア
リングコールを受信し、セントラル処理ユニットが外部装置のペアリングコールに応答し
た後、主客が検証情報を交換し、検証によってペアリングが実現し、セントラル処理ユニ
ットは該ペアリングが成功した外部装置の情報を記憶でき、該外部装置がセントラル処理
ユニットの応答範囲に再び入る際、一度セントラル処理ユニットをコールしたら直ぐに、
自動検証、自動ペアリング、自動通信のコネクト状態に入る（図６に示す通りである）。
いくつかの専署性または守秘性の外部装置は排他性を備えるはずであり、この前のリンク
情報の機能要求の切断と排除が必須である。
【０１１５】
　・セントラル処理ユニットは、弱周波数帯の無線接続方式または有線方式を用いて、シ
ステム内の外部装置または外部装置グループと情報交換を行い、低周波数帯の方式は、必
要なデータ交換を提供した同時、比較的少ないエネルギ消費を使用する。
【０１１６】
　・セントラル処理ユニットは、高周波数帯の無線接続方式又は有線方式を用いて、シス
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テム外のネットワークと結びつき、低周波数帯信号では届かない距離のパワーの最大化を
実現する。
【０１１７】
　・セントラル処理ユニットは有線電気エネルギーインターフェースを備えるほか、交換
可能で充電可能な大容量バッテリ又は再生エネルギを備えることもでき、コントロールセ
ントラル演算と内外通信コンタクトのエネルギ消費を満たすことができる。
【０１１８】
　・中央処理ユニットは、皮膚と接触した外部装置を介してオーナーの人体生物データ、
例えば血中酸素量、心拍数、心電図などのデータを取得して記録して、ユーザの識別、認
定、認証に用いることもできる。
【０１１９】
　・独立するセントラル処理ユニットは、モデルチェンジやハードウェアのアップグレー
ドの更新にさらに有利であり、所有する資源とコストを更に容易に集中した最も強力なセ
ントラル処理ユニットを配置する。
【０１２０】
　・セントラル処理ユニットは、最終データが使用又は収集したターミナル設備から、イ
ンターネット、クラウドデータベースまでの間のノードにあることができ、セントラル処
理ユニットにより通信モードを遠近で異なる二つのグループに分け、ターミナル設備の、
エネルギ消費が多く、輻射が高く、電気回路の構造が複雑で、散熱が困難である、等を解
決する。
【０１２１】
　・セントラル処理ユニットは、身に付けて携帯することも可能であるし、身近なあらゆ
る場所に置いても良いし、例えば鞄や手提げ袋やポケットの中に置いても良い。また、ベ
ルトに掛けることも可能である。
【０１２２】
　・データと外部ネットワークの接続は、セントラル処理ユニット内で絶え間なく使用者
と共にあって、入出力のツールは外部装置として使用者が任意に用いることができ、使用
者所用である。
【０１２３】
　２．外部装置及び外部装置処理ユニット
　本発明の通信ワークシステム中の外部装置は、ある特定の機能を具備しており、あるコ
マンドタスクを実行する能力を具備しているが、それ自身に思考能力はない。外部装置は
、収集した情報をセントラル処理ユニットへ転送し、セントラル処理ユニットが計算後、
再びコマンドを対応する外部装置へ送信して命令を実行する。データ収集の外部装置と結
果実行の外部装置は、同じ一つの外部装置であっても、異なる単独の外部装置、ひいては
複数の外部装置であっても良い。外部装置は、特定の用途に基づいて設計されたハードウ
ェア装置である（例えば、図５に示す外部装置の実施例）。例えば、外部装置は、一つ又
は複数の以下のような構造と特徴を具備することができる。
【０１２４】
　・データ収集とデータ出力の機能を具備する外部装置は、弱周波数帯の無線接続方式又
は有線の接続方式によって、それが収集したデータをセントラル処理ユニットへ転送する
。
【０１２５】
　・無線接続の外部装置は全て、バッテリ又は再生可能エネルギ源の装置を設置して、外
部装置へ必要なエネルギを提供することが必須である。複数の組み合わせが一緒になって
いる外部装置は、一つの電源を共用できる。
【０１２６】
　・無線接続の外部装置は、無線信号送受信と、プログラム駆動メモリと、信号処理機能
の設置が必須である。
【０１２７】
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　・入力機能と実行能力を具備する外部装置は、弱周波数帯の無線接続方式又は有線の接
続方式によって、セントラル処理ユニットから転送されてきたデータとコマンドを受信し
て実行する。
【０１２８】
　・外部装置の間は直接通信しておらず、全てがセントラルと結びついており、データを
セントラル処理へ送信するとともに、セントラル処理から送信されてくるコマンドを受信
する。
【０１２９】
　・弱周波数帯の無線接続方式は、限られた範囲、例えば５ｍ以下の範囲内に対するもの
であり、外部装置に対して識別、排他、検証、ペアリング、駆動、コントロール、データ
転送を行う無線通信方式であり、例えば、ブルートゥース、ＲＦ、赤外線通信（ＩＲＤＡ
）、ＨｏｍｅＲＦ　ＩＥＥＥ８０２．１５．４プロトコル等の方式である。
【０１３０】
　・各種外部装置は全て、当然何らかの機能を具備しており、例えば、キーボード、マウ
ス、イヤホン、マイクロホン、ディスプレイなどである（例えば図５に示す外部装置の実
施例）。
【０１３１】
　・外部装置の機能は重複可能であり、一つのセントラル処理ユニットが外部装置として
複数のディスプレイとペアリングして、同一のセントラル処理ユニットが送信した情報を
同時に表示することも可能である。
【０１３２】
　・若干数の単一機能の外部装置は、一つの機能が連続するか又は機能が関係する外部装
置の組み合わせ体である「外部装置グループ」を組成可能である。例えば、キーボード、
マウス、イヤホン、マイクロホン、ディスプレイ等の外部装置グループを一体にして（例
えば図８）、外部装置操作（図８の破線の四角の中の部材を参照）とし、タッチパネルキ
ーボードと受話器とマイクロホンを具備する電話外部装置グループとする。
【０１３３】
　・各外部装置は、同一時間内では一つのセントラル処理ユニットとだけペアリング通信
できるが、各セントラル処理ユニットは、同時に複数の外部装置とペアリング通信可能で
ある。
【０１３４】
　・外部装置を起動してセントラル処理ユニットを呼び出し、セントラル処理ユニットが
応答した後、主客が検証情報を交換し、検証が通過した後ペアリングが実現し、セントラ
ル処理ユニットは該ペアリングが成功した外部装置の情報を記憶でき、外部装置がセント
ラル処理ユニットの応答範囲に再び入った後、セントラル処理ユニットは、自動検証、自
動ペアリング、自動通信を実現し、（例えば図６）組成したワークシステムの可能性と柔
軟性をさらに増強するため、本発明の各外部装置は、セントラルコントロールユニットへ
向けて接続請求と装置パラメータを送信するインターフェースと回路を含んでいる。前記
セントラルコントロールユニットは、外部装置から送信されてきた接続請求と装置パラメ
ータに応答するとともに、接続請求と設備パラメータに基づいて各外部装置と接続する。
前記セントラルコントロールユニットは、回路とプログラムをさらに含み、連なっている
外部装置に互換使用できるようにさせる。
【０１３５】
　・任意の一つの外部装置または外部装置グループがある一つのセントラル処理ユニット
の低周波数帯範囲内で認証とペアリングを経た後、該セントラルとペアリングでき、ペア
リング後、セントラル処理ユニットによってコールができて、該外部装置または外部装置
グループは、該セントラル処理ユニットのために着くそばから使用して、行くそばから停
止するサービスを提供できる。いくつかの専署性または守秘性の外部装置は排他性を備え
るはずであり、この前のリンク情報の機能要求の切断と排除が必須である。
【０１３６】



(38) JP 2017-513410 A 2017.5.25

10

20

30

40

50

　・各外部装置は、各自の外部処理ユニットを設けて、一つのセントラル処理ユニットと
一つのワークシステムを構成しても良い。
【０１３７】
　・複数の外部装置は、集積した外部処理ユニットを設けて、一つのセントラル処理ユニ
ットと一つのワークシステムを構成しても良い。集積した外部装置処理ユニットは拡張可
能で、新たな外部装置と通信接続する。
【０１３８】
　・「セントラル処理ユニット」で機能外部装置を共有する構造を共用しているので、簡
単、重量軽減、コスト低減、消費電力減少、輻射減少、となり、汎用性が高く適用性が広
いというメリットを更に実現する。よって、外部装置は小型バッテリ又は再生エネルギを
配置するだけで、さらに長時間の動作が可能となる。同様に、若干数の外部装置または外
部装置も一つのバッテリを共用可能できて（図９を参照）、タッチパネル＋ソフトウェア
キーボード＋ゲームコントローラ＋バッテリでゲーム外部装置グループを組成することが
でき、外部装置の体積をさらに簡素化できる
　・外部装置は汎用化が可能で、いかなる人の外部装置にもなることができ、一つのパー
ソナルターミナルごとに全て、ある一つの外部装置を操作可能で、使用者はいかなる一つ
のスクリーンで番組を見たり本を読んだりすることができ、他の使用者が読書するために
貸すこともできる。
【０１３９】
　３．セントラル処理ユニットと外部装置システムの通信モード
　セントラル処理ユニットと外部装置システムは、各種の通信方式によって通信が可能で
ある。例えば、セントラル処理ユニットは、強周波数帯と弱周波数帯の二種類の無線通信
モードを用いている。また、有線方式又は中強度周波数帯（３０ｍ）の室内ＬＡＮの無線
信号を介して、内部ネットワークと外部ネットワークとの共用の通信モードとしても良い
。本発明の一つの好ましい実施例では、セントラル処理ユニットは、外部ネットワークに
対して強周波数帯を使用し、内部ネットワークに対して弱周波数帯の通信モードを使用す
る（図２を参照）。
【０１４０】
　・弱周波数帯（図２の橙色の破線の四角内の細い矢印）の無線接続方式は、限られた範
囲、例えば５ｍ以下の範囲内に対するものであり、外部装置に対して駆動、コントロール
、検証、ペアリング、データ転送を行う無線通信方式であり、例えば、ブルートゥース、
ＲＦ、赤外線通信（ＩＲＤＡ）、ＨｏｍｅＲＦ　ＩＥＥＥ８０２．１５．４プロトコル等
の方式である。近距離範囲内で、エネルギ消費が少ないプロトコルと方式を用いて範囲内
の外部装置とデータ交換を行う。
【０１４１】
　・強周波数帯（図２の青色の破線の四角内の太い矢印）の無線接続方式は、広範囲内で
、セントラル処理ユニットに、その他の無線通信システム又は無線通信サービスプロバイ
ダが提供するシステムに対してデータ交換を実現させる。例えばセルラーネットワーク（
Ｃｅｌｌｕｌａｒ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、３Ｇ、４Ｇ、又はｎＧの携帯電話カード、無限イ
ンターネット接続カード、無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）、ＷＩ－ＦＩルーター、衛星信号、レ
ーザー通信、量子通信などの通信プロトコルと方式が、外部ネットワークとデータ交換す
る。
【０１４２】
　本発明のメリットは更に以下のとおりである。
【０１４３】
　三位一体（セントラル処理ユニット＋外部装置処理ユニット＋複数の外部装置）の骨格
が、動的に組み合わせが可能で、調整、グレードアップ、入れ替えが可能で、システムの
安定性が最大限度に保証された。
【０１４４】
　セントラル処理ユニットは、機能の簡略化と集中によって小型化し、さらに携帯しやす
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く、さらにエネルギを節約し、さらに環境を保護する。
【０１４５】
　複数の外部装置が必要に応じて自由に組み合わされるので外部装置の選択が多様化し、
外部装置の利用率を上げる。
【０１４６】
　一つの「セントラル処理ユニット」毎に相対的固定なので、一つのＩＰアドレス、一つ
の電話番号、一つの装置ＩＤを占有するだけで、人体の生命信号の収集と設置は一体を構
成し、所有者のパーソナル身分識別ＩＤとして使用することが完全に可能で、さらに有効
に、ビックデータとクラウド処理などとセットにして使用可能である。
【０１４７】
　動的な専署ＬＡＮを構築し、インターネットを隔絶し、閉鎖的なＬＡＮを柔軟に構成し
、外界との接続を隔絶し、ネットワークの安全制御、反テロの安全ニーズ、に便利である
。同様にインターネットにアクセスする外部装置を柔軟に追加し、直ぐに開放なＬＡＮを
構成する。
【０１４８】
　ハードウェア装置は柔軟にアクセスし、装置構成が簡単で、製造コストが下がり、汎用
性が増大し、安全管理が便利である。既存の物流バーコードスキャナを例にして、物流バ
ーコードスキャナは一つの完全なコンピュータであり、製造コストが高く、大量に記憶さ
れたデータが安全に負担をかけている。本システムを利用すれば、物流バーコードスキャ
ナの構造を大幅に簡略化でき、製造コストを下げ、データ消失のリスクは基本的にゼロで
あり、スキャナ外部装置を自由に共用と借用してデータ入力を完成でき、バーコードスキ
ャナ装置を交換する際にデータの同期を待つ必要が無い。
【０１４９】
　外部装置コントロールシステムは、空港、駅、クルーズ客船、大企業、学校、病院、図
書館などの領域で、異なる仕事と使用環境で必要な事務装置、テスト装置、データ収集装
置、表示装置、印刷装置などの外部装置と接続して、一つの高効率かつ低コストでモデル
チェンジやアップグレードの更新に便利な動的なサービスセンターを構築し、それぞれに
この領域に入る、関係装置を使用しようとするセントラル処理ユニットにパーソナル化さ
れたサポートを提供する。空港を例にして、一つのセントラル処理ユニット１２０が予め
設置された外部装置制御システム（１１０’）の領域に入った後、セントラル処理ユニッ
ト（１２０）は必要な外部装置がある位置や、利用可能かどうか、どのくらい待たなけれ
ばならないか、等を問い合わせ、使用後に既に離れた或いは主導的に切断され、該外部装
置は直ぐにその他のセントラル処理ユニット（１２０）によって、問い合わせや識別に使
用されることができる。これによって、外部装置の利用率と利便性を大いに高める。
【０１５０】
　外部装置は外部装置コントロールユニット（１１０）または外部装置コントロールシス
テム（１１０’）と融合して一体化し、一つの更に柔軟で信頼的な外部装置を構成可能で
ある。家の中で最も普遍的なテレビを例にして、各種のサイズのディスプレイや、テレビ
の受信機などを一つの外部装置システムに構成して、ひいては固定化して一体の機器とす
ることができ、一つのセントラル処理ユニット（１２０）はいかなるサイズのディスプレ
イ上でも、連続して絶え間なく、同じ本の閲読、同じアルバムの鑑賞、同じ大ヒット映画
鑑賞、が可能である。
【０１５１】
　同様に、一つのメモリを外部装置として外部装置コントロールユニット（１１０）また
は外部装置コントロールシステム（１１０’）と融合して一体化することも可能であり、
該メモリ（ハードディスク）はいかなる一つの識別可能なセントラル処理ユニット（１２
０）にデータを提供・記憶することが可能である。
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